
丁
寧
に
心
を
込
め
て
伝
え
た
い
の
は

臨
江
閣
に
残
る
、
楫か

取と
り

の
想
い
で
す

広
報

11.１
2014 No.1519

　前橋観光ボランティア会会長の千木良さん。大河
ドラマ「花燃ゆ」放送へ向け、案内にも力が入ります
（関連記事２・３ページ）。前橋観光ボランティア会
は、臨江閣や前橋城跡などで前橋の歴史などを解説 
土日曜・祝日は臨江閣に常駐しています（午前10時～
午後４時）。
問前橋観光コンベンション協会☎027-235-2211

Ｐ２・３ … 楫取役大沢たかおさんが来橋
Ｐ５ ……… 秋の火災予防運動を実施
Ｐ６・７ … 公共サービスを支える市税
Ｐ８・９ … 平成25年度決算の概要

主な
内容

表紙の
案内

ホームページアドレス●http://www.city.maebashi.gunma.jp/  
　いいね！まえばし●http://www.facebook.com/maebashicity/

。



よ
く
ぞ
や
っ
て
く
れ
た
と

    
い
わ
れ
る
よ
う
に
演
じ
た
い

　「
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
た
い
。
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
」。
平
成
27
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」

で
初
代
群
馬
県
令
・
楫か

と
り取
素も

と
ひ
こ彦
役
を
演
じ
る
大
沢
た
か
お
さ
ん
が
前
橋
市
を
訪
問
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
大
沢
さ
ん
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
に
向
け
た
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

市
政
発
信
課　

☎
０
２
７
ー
８
９
８
ー
６
６
４
２

臨江閣茶室「畊堂庵」にて

2広報まえばし　平成26年11月1日号



　
前
橋
の
人
は
優
し
く
、
他
の
ロ
ケ
で
来
た

こ
と
が
あ
る
の
で
身
近
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
た
く
さ
ん
の
人
に
声
を
掛
け
て

も
ら
い
、
応
援
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
皆
さ

ん
に
愛
さ
れ
た
初
代
群
馬
県
令
・
楫
取
素

彦
と
い
う
役
を
責
任
を
持
っ
て
演
じ
な
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
期
待
に

応
え
た
い
と
も
思
っ
て
い
て
、
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。
よ
く
ぞ
楫
取
役
を
や
っ
て

く
れ
た
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
演
じ
た
い
で

す
ね
。

　
ま
た
、
楫
取
に
触
れ
る
こ
と
で
、
日
本
人

な
ら
誰
で
も
知
っ
て
い
る
人
た
ち
だ
け
が

歴
史
を
つ
く
っ
た
の
で
は
な
く
、
一
般
の
人

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
国
を
つ
く
っ
た
り
歴
史

を
つ
く
っ
た
り
し
た
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
今
は
、
楫
取
役
を
中
途
半
端
に
演
じ
て
は

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
幕
末
期
に
は

た
く
さ
ん
の
人
が
命
を
落
と
し
ま
し
た
。
そ

の
中
で
な
ぜ
楫
取
が
生
き
残
っ
た
の
か
と

考
え
る
と
、
生
き
抜
い
た
と
い
う
よ
り
生
か

さ
れ
た
。
人
生
の
使
命
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て

楫
取
が
な
ぜ
生
か
さ
れ
た
の
か
、
考
え
な
が

ら
演
じ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
し
か
見
ら
れ
な
い
ド
ラ
マ
の
裏
側

が
あ
り
ま
す
。
県
庁
昭
和
庁
舎
に
「
初
代
県

令
・
素
彦
と
文　
ぐ
ん
ま
花
燃
ゆ
大
河
ド
ラ

マ
館
」が
開
館
。
前
売
り
券
を
購
入
す
る
と
、

割
引
料
金
で
観
覧
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
ぐ

ん
ま
「
花
燃
ゆ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.gunm
a-

hanam
oyu.com

/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
来
年
１
月
10
日
㈯
～
平
成
28
年
１
月

31
日
㈰
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
来
年
11

月
14
日
㈯
・
15
日
㈰
を
除
く
）

会
場
＝
県
庁
昭
和
庁
舎

内
容
＝
出
演
者
紹
介
、
番
組
情
報
、
シ
ア
タ

ー
展
示
、
衣
装
展
示
、
県
令
執
務
室
セ
ッ
ト

再
現
、
松
下
村
塾
再
現
ド
ラ
マ
セ
ッ
ト
、
県

内
の
楫
取
素
彦
の
功
績
紹
介
、
富
岡
製
糸
場

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ー
ナ
ー

費
用
＝
〈
当
日
〉
一
般
５
０
０
円
、
小
中
学

生
２
０
０
円 

〈
前
売
り
〉
一
般
４
０
０
円
、

小
中
学
生
１
６
０
円

前
売
り
券
の
販
売
＝
来
年
１
月
９
日
㈮
ま
で

市
役
所
地
下
売
店
、
市
民
文
化
会
館
な
ど
で

問
い
合
わ
せ
＝
文
化
国
際
課
☎
０
２
７
―
８

９
８
―
６
９
９
２

ド
ラ
マ
の
裏
側
も
必
見

初代群馬県令・楫取素彦
群馬県立歴史博物館所蔵

大沢たかお
前橋市

県庁昭和庁舎

楫
取
役
は
中
途
半
端
に
演
じ
て
は
い
け
な
い

楫取素彦役を演じる大沢たかおさん
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　前橋市の歴史文化遺産を
活用した地域づくりの担い手
となる「前橋学市民学芸員 」。
このコーナーでは、すでに開
催された養成講座（第１期 ）
の内容の一部を紹介します。

問い合わせは
文化国際課  ☎027-898-6992

Q.楫取素彦と美和子（文）のお墓はどこにあるの？
A.初代群馬県令・楫取素彦と美和子（文）の墓は、山口県防府
市の大楽寺にあり、二人の墓石は、並んで立っています。
　素彦は、明治17年に群馬県令を離職し、東京で元老院議官や
貴族院議員、宮中顧問官を歴任します。また、明治天皇第十皇
女の貞宮多喜子内親王の養育係を命じられました。素彦と美和
子は、多喜子内親王を現在の富岡市にある妙義神社へ避暑にご
案内するなど、大切に育てていましたが、明治32年、多喜子内
親王は１歳４カ月で亡くなります。
　その後、素彦と美和子は山口県三田尻（現在の防府市）を拠
点に生活を始めました。素彦は、三田尻から貴族院に登院する
など、晩年まで政務をこなし、大正元年84歳で亡くなりまし
た。また、美和子は大正10年に78歳で亡くなるまで三田尻で
過ごしました。

あなたの疑問に答えます！

「花燃ゆ」放映決定記念企画

　平成27年ＮＨＫ大河ドラマ「花燃ゆ」は、吉田松陰の妹で、
初代群馬県令・楫

か と り も と ひ こ

取素彦の妻となる文
ふみ

が主役です。このコーナ
ーでは、「花燃ゆ」に関する皆さんの疑問に答えます。

第
13
回
テ
ー
マ

講
　
師

前
橋
市
の
建
造
物

前
橋
工
科
大
教
授
・
星
和
彦
さ
ん

　
前
橋
市
を
特
徴
付
け
る
建
造
物
の
一
例
と

し
て
、
養
蚕
・
製
糸
関
係
の
建
物
や
倉
庫
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
総
２
階
建
て
ま
た
は
２
階

の
方
が
１
階
よ
り
少
し
広
い
養
蚕
農
家
で
、

１
階
は
住
居
、２
回
は
蚕
室
と
な
っ
て
い
ま
す
。

屋
根
に
天
窓
（
や
ぐ
ら
）
を
備
え
る
こ
と
に

よ
り
、
通
風
や
採
光
を
良
く
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
木
造
で
２
階
の
方
が
広
い
建
造
物
は

珍
し
く
、
こ
の
よ
う
な
養
蚕
農
家
は
群
馬
県

の
ほ
か
、
埼
玉
県
や
長
野
県
に
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
大
室
公
園
内
に
移
築
さ
れ
た
旧
関
根

家
住
宅
は
、
屋
根
の
正
面
中
央
部
を
切
り
落

と
す
こ
と
に
よ
り
同
様
の
効
果
を
得
て
い
ま

す
。
ほ
か
に
、
担
保
物
件
と
し
て
集
め
ら
れ

た
繭
や
生
糸
を
保
管
し
た
旧
安
田
銀
行
担
保

倉
庫
も
あ
り
、
前
橋
市
の
養
蚕
・
製
糸
業
が

盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
商
業
で
栄
え
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
蔵
（
倉
庫
）
や
キ
リ
ス
ト
教
諸
教
派

に
よ
る
群
馬
伝
道
の
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
を

示
す
教
会
な
ど
も
、
前
橋
市
を
特
徴
付
け
る

建
造
物
と
い
え
ま
す
。

　
建
物
だ
け
で
は
ま
ち
を
形
成
で
き
ま
せ
ん
。

建
物
と
路
地
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
取
り
巻
く

道
が
あ
り
ま
す
。
ま
ち
を
特
徴
付
け
る
も
の

は
何
か
を
、
そ
の
ま
ち
を
歩
い
て
自
分
な
り

に
感
じ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

シネマまえばしで無料の映画鑑賞

　前橋ステージ・コミッション事業の一環
で、毎週火曜に名画や旧作、前橋ゆかりの作
品を中心に取り扱う映画の定期上映会「か
ようシネマ 」を開催します。
日時＝①11月18日㈫②25日㈫、午前11
時・午後７時
会場＝シネマまえばし（前橋プラザ元気21
別館内 ）
内容＝①は「陽のあたる場所 」②は「シェ
ーン 」

問い合わせは
まちなか再生室　☎027-230-8866

旧関根家住宅（大室公園内）

アプリダウンロードで予告動画をチェック
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秋の火災予防運動を実施します

　11月９日㈰から15日㈯まで秋の火災予防運動を実
施。一人一人が防火について考え、大切な命と財産を火
災から守りましょう。
■住宅用火災警報器の設置を
　全ての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務付けられ
ています。消防局では、住宅用火災警報器を購入しても
取り付けが困難な高齢者家庭を対象に、職員が訪問して
取り付けの支援をします。
対象機種＝電池式のもの（無線式のものは取り付けでき
ません ）
申し込み＝最寄りの消防署・分署へ
■住宅火災を防ぐ７つのポイント
　①寝たばこは絶対にしない②ストーブは燃えやすいも

のから離れた位置で使う③ガスこん
ろなどのそばを離れるときは必ず火
を消す④住宅用火災警報器を設置す
る⑤寝具や衣類などは防炎品を使用
する⑥住宅用消火器などを設置する
⑦近所との協力体制をつくる。
■放火防止対策
　①家の周りを明るくする②家の周りに燃えやすい物を
置かない③物置などには鍵を掛ける④留守中に新聞など
をためない⑤ごみは指定された日時に出す。
■防火ポスター入賞作品を展示
期日＝11月16日㈰まで
会場＝けやきウォーク前橋（文京町二丁目 ）

問い合わせは　消防局予防課　☎027-220-4507

赤城山登山で「もしも」のときに
問い合わせは　消防局警防課　☎027-220-4511

　赤城山の各登山道に、登山者の位置が特定できる看板
が設置されています。登山中にけがをした場合などに
は、看板に表示されている山の名前と番号を局番なしの
119番で伝えてください。

差し押さえ不動産・動産を
公売します

問い合わせは　収納課　☎027-898-6230

　滞納処分で差し押さえた不動産と動産を右
表のとおりインターネットで公売します。詳
しくは、本市ホームページをご覧ください。
公売期間＝〈不動産 〉11月25日㈫午後１時
～12月２日㈫午後１時〈動産 〉11月25日㈫
午後１時～27日㈭午後11時
動産下見会＝11月10日㈪～14日㈮、午前９
時～午後４時。市役所収納課で
申し込み＝11月５日㈬午後１時～18日㈫午
後11時にヤフー官公庁オークション（http:
//koubai.auctions.yahoo.co.jp）で

公売不動産の概要
所在地 種別 面積 最低公売価額

堀越町 宅地 
居宅・物置

土地
建物

1,951.25㎡ 
182.75㎡ 502万円

富士見町小暮 宅地・居宅 土地
建物

316.84㎡ 
117.04㎡ 387万円

江田町 畑※ 土地 246㎡ 910万円
西大室町 雑種地 土地 2,045㎡ 358万円

長岡市寺泊上田町 マンション
建物 36.11㎡

37万5,000円
（専有部分、敷地権有）

下大島町 宅地 土地 165.01㎡ 102万円

元総社町 宅地・居宅 土地
建物

162.34㎡ 
108.82㎡ 890万円

※現況は非農地

公売動産の概要
品目 発行元、動産詳細 最低公売価額

JTBナイスギフト券
（JCB取り扱い）

株式会社ジェイティービー 
1,000円券×2枚（額面2,000円） 1,700円

ベイシアグループ 
商品券

株式会社ベイシア 
1,000円券×8枚（額面8,000円） 6,800円

フレッセイ商品券 株式会社フレッセイ 
1,000円券×4枚（額面4,000円） 3,400円

バッグ（中古） ダチョウ革様　1個 1,000円
バッグ（中古） 水牛革様　1個 2,000円
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市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で

前
橋
は
高
い
市
税
収
納
率
を
維
持

問
い
合
わ
せ
は

収
納
課　
☎
０
２
７
―
８
９
８
―
５
８
５
７

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
で
、

本
市
の
市
税
収
納
率
は
高
い
水
準
を
維
持

し
て
い
ま
す
。
安
定
し
て
財
源
を
確
保
す
る

こ
と
で
、
耐
震
住
宅
へ
の
改
修
補
助
や
地
区

公
民
館
の
整
備
な
ど
、
市
税
は
身
近
な
と
こ

ろ
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
で
は
納
税
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
も
進
め
て
き
ま
し
た
。
金
融
機
関
な
ど
の

窓
口
や
コ
ン
ビ
ニ
の
ほ
か
、
ペ
イ
ジ
ー
対
応

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
か
ら
の
納
付
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
モ

バ
イ
ル
レ
ジ
で
の
納
付
も
利
用
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
る
か
、
本
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
市
税
の
納
付
は
口
座
振
替
で

　
口
座
振
替
で
の
納
税
を
申
し
込
む
と
、
納

期
限
ご
と
に
指
定
し
た
預
貯
金
口
座
か
ら

自
動
的
に
振
替
ら
れ
、
納
付
す
る
手
間
が
省

け
る
ほ
か
、
納
付
忘
れ
の
心
配
も
な
く
便
利

で
す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
は
簡
単
。
納
税
通
知
書
、
預
貯

金
通
帳
、
届
け
出
印
を
用
意
し
、
市
内
金
融

機
関
か
郵
便
局
の
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
な
お
、
振
替
開
始
期
は
、
申
込
月

の
翌
月
末
日
以
降
。
振
替
開
始
ま
で
は
納
付

書
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

�
市
税
の
滞
納
が
続
く
と

　
市
税
は
納
期
内
の
納
付
が
原
則
で
す
。
納

期
限
ま
で
に
納
付
し
な
い
と
、
納
期
内
に
納

付
し
た
人
と
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、

延
滞
金
が
掛
か
り
ま
す
。
ま
た
、
市
税
が
滞

納
に
な
っ
た
ら
、
納
期
限
後
20
日
以
内
に
督

促
状
を
発
送
。
督
促
状
の
発
送
後
も
納
付
や

相
談
が
な
い
と
き
は
、
自
宅
訪
問
や
催
告
書

の
送
付
、
市
税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
電

話
な
ど
で
任
意
の
催
告
を
行
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
完
納
さ
れ
な
い
と
き
は
、
法
律
に
基
づ

き
財
産
を
差
し
押
さ
え
、
取
り
立
て
や
公
売

を
行
い
市
税
に
充
当
し
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
や
失
業
な
ど
の
特
別
な
事
情

で
納
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な
い
と
き
は
、

早
め
に
収
納
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

�
第
３
日
曜
は
納
税
相
談
窓
口

　
平
日
に
来
庁
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
納

税
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
16
日
㈰
午
前
８
時
30
分
～
午

後
４
時

会
場
＝
市
役
所
収
納
課

�
中
学
生
の
税
の
作
文
入
賞
作
品
展

期
日
＝
①
11
月
11
日
㈫
～
21
日
㈮
②
11
月

11
日
㈫
～
25
日
㈫

会
場
＝
①
は
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
②

は
県
庁
32
階
展
望
ホ
ー
ル

　
福
祉
や
教
育
、
環
境
整
備
な
ど
身
の
回
り
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
の
費
用
は
、

皆
さ
ん
の
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

11
月
11
日
㈫
か
ら
17
日
㈪
ま
で
税
を
考
え
る
週
間

市
税
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
ま
す

①通帳、届け出印、納税通知書を用意 ②口座振替申込書に記載します　 ③申し込みは金融機関窓口で

�納付は口座振替が便利
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申
告
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

事
業
者
の
味
方
エ
ル
タ
ッ
ク
ス

問
い
合
わ
せ
は

市
民
税
課　
☎
０
２
７
―
８
９
８
―
６
２
０
６

�
事
業
者
は
電
子
デ
ー
タ
で
提
出
を

　
事
業
者
が
市
税
の
申
告
や
申
請
な
ど
を

行
う
際
に
便
利
な
の
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
手
続
き
が
で
き
る
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
。
市
役

所
を
訪
れ
る
手
間
が
省
け
る
ほ
か
、
複
数
の

自
治
体
へ
一
度
に
申
告
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
票
を
電
子
デ

ー
タ
で
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

た
事
業
所
は
、
市
に
提
出
す
る
給
与
支
払
報

告
書
も
電
子
デ
ー
タ
で
提
出
す
る
事
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
エ
ル
タ

ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://w

w
w

.
eltax.jp/)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
事
業
主
は
特
別
徴
収
し
て
く
だ
さ
い

　
給
与
か
ら
所
得
税
を
源
泉
徴
収
し
て
い

る
事
業
主
に
は
、
個
人
市
県
民
税
を
特
別
徴

収
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
従
業
員
が
住
ん
で
い
る
市
区
町
村
か
ら

通
知
さ
れ
る
１
年
間
の
税
額
を
、
12
回
に
分

け
て
給
与
か
ら
天
引
き
し
ま
す
。
従
業
員
に

は
１
回
分
の
負
担
が
軽
く
な
る
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

�
軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
手
続
き

　
軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在
の
所
有

者
に
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。
車
両
を
廃
棄

ま
た
は
譲
渡
し
た
と
き
や
、
市
外
に
転
出
す

る
と
き
は
、
必
ず
登
録
機
関
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
を
し
な
い
と
、
来
年

度
以
降
も
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

�
記
帳
や
帳
簿
の
保
存
が
必
要
で
す

　
事
業
所
得
な
ど
が
あ
る
個
人
の
白
色
申

告
の
人
は
、
こ
と
し
１
月
か
ら
記
帳
、
帳
簿

と
書
類
の
保
存
が
必
要
で
す
。
保
存
期
間
は

帳
簿
な
ど
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

保
存
が
必
要
な
物
＝
〈
７
年
〉
収
入
金
額

や
必
要
経
費
を
記
載
し
た
帳
簿
〈
５
年
〉
前

記
以
外
に
業
務
に
関
し
て
作
成
し
た
帳
簿
、

決
算
に
関
し
て
作
成
し
た
棚
卸
表
な
ど
の

書
類
、
業
務
に
関
し
て
作
成
し
た
か
受
領
し

た
請
求
書
・
納
品
書
・
送
り
状
・
領
収
書

な
ど
の
書
類

市
外
の
固
定
資
産
税
納
税
義
務
者

納
税
管
理
人
の
設
定
が
必
要
で
す

問
い
合
わ
せ
は

資
産
税
課　
☎
０
２
７
―
８
９
８
―
６
２
１
６

　
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
が
市
内
に

住
居
や
事
務
所
な
ど
を
有
し
な
い
場
合
や
、

市
外
・
海
外
へ
転
出
し
た
場
合
に
は
、
納
税

管
理
人
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
納
税
義
務
者
に
代
わ
っ
て
納
税
通
知

書
の
受
領
や
納
税
に
関
す
る
手
続
き
を
行

う
個
人
や
法
人
の
こ
と
で
す
。
市
役
所
資
産

税
課
、
大
胡
・
宮
城
・
粕
川
・
富
士
見
支
所

で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※特定不妊治療費は平成28年度に制度改定で助成対象範囲が変わります。

不妊治療費の一部を助成します 問い合わせは　こども課　☎027-220-5703

不妊治療費の助成

対象 助成回数･金額など

一
般

次の全てを満たす法律上の夫婦 
①申請日の１年以上前から本市在住 
②医療保険法の被保険者か被扶養者

各年度１回、通算３年まで 
本年度中にかかった治療費の自己負担額の２分の１以内（上限５万円）

特
定

次の全てを満たす法律上の夫婦 
①指定医療機関で治療を受けている 
②本市在住 
③夫婦の昨年の所得合計が730万円未満

①初年度の治療開始日の妻の年齢が40歳未満の夫婦は通算6回まで（年度あたりの回数制限なし） 
②上記①以外の夫婦は、初年度は３回まで、次年度以降は年２回までで、通算５年・10回まで
2回目までは1回上限20万円（一部は上限12万5,000円）。3回目以降は1回上限15万円（一部は上
限7万5,000円）。採卵に至らない場合は助成対象外です

　前橋市では、一般不妊治療費と特定不妊治療費の
一部を下表のとおり助成しています。詳しくは問い
合わせるか、本市ホームページをご覧ください。
対象＝〈一般 〉不妊検査、特定不妊治療を除く不妊治
療、人工授精〈特定 〉本年度中に治療が終了する体外

受精･顕微授精
用意する物＝医師の証明書など
申し込み＝来年３月31日㈫までに前橋保健センター
内こども課へ直接
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　一般会計決算額の歳入歳出総額は、歳入が1,412億
7,012万円、歳出が1,375億1,197万円でした。歳入歳
出差引額は37億5,815万円で、本年度への繰越財源を差
し引いた実質収支額は、27億7,397万円の黒字。このう
ち15億円を財政調整基金に積み立てました。前年度の実
質収支額との差額で表す単年度収支は、5億9,096万円
のプラスになりました。
　市債（借入金 ）は、土地開発公社の解散に伴い、新たに

約44億円の第三セクター等改革推進債を発行したこと
などで、前年度の発行額を約40億6,000万円上回りまし
た。この結果、市債残高は、地方交付税の代替財源である
臨時財政対策債を除くと、前年度に比べ約5億円増の約
991億円となりました。
　今後も、市民サービスの一層の充実を図るため、自主
財源の確保や事業の選択と集中に努め、市民の視点に立
った行財政改革を着実に推進していきます。

問い合わせは　財政課　☎027-898-6542

平成25年度 　昨年度の各会計決算が、９月に開かれた第３回定例市議会で
認定されました。その概要についてお知らせします。本市ホー
ムページにも詳しい資料を掲載しています。なお、金額は１万
円未満を整理しています。

会計名 歳入 歳出
一般会計 1,412億7,012万円 1,375億1,197万円

特別会計

国民健康保険 391億7,431万円 376億7,144万円
後期高齢者医療 35億5,832万円 35億4,197万円
競輪 167億4,622万円 160億8,354万円
農業集落排水事業 12億348万円 11億9,997万円
介護保険 242億2,480万円 238億7,744万円
母子寡婦福祉資金貸付金 1億8,276万円 1億909万円
新エネルギー発電事業 1,710万円 1,703万円

小計 851億699万円 825億48万円
合計 2,263億7,711万円 2,200億1,245万円

会計名 収入 支出

企業会計 水道事業 73億6,752万円 92億3,535万円
下水道事業 106億1,780万円 129億1,358万円

合計 179億8,532万円 221億4,893万円
※水道事業・下水道事業の支出は、現金支出を伴わない減価償却費を含んでいます。

■平成25年度各会計決算

歳入
1,412億7,012万円

歳出
1,375億1,197万円

歳入
1,412億7,012万円

歳出
1,375億1,197万円

民生費
433億312万円

31.5%

土木費
190億4,439万円

13.8%総務費
178億8,532万円

13.0%

衛生費
78億5,713万円

5.7%

教育費
150億8,272万円

11.0%

公債費
145億1,440万円

10.6%

商工費
119億9,956万円

8.7%

その他
78億2,534万円

5.7%

市税
522億2,543万円

37.0%

市債
185億7,040万円

13.1%

国庫支出金
183億8,075万円

13.0%

地方消費税交付金
33億7,080万円

2.4%

地方交付税
170億570万円

12.0%

諸収入
140億6,796万円

10.0%

県支出金
64億186万円

4.5% その他
112億4,722万円

8.0%

市民税や固定資産税、
軽自動車税など

特定の事業などのために
長期的に借り入れるもの

使い道が定めてある国の補助金や負担金など

国が使い道を定めず
交付するもの

使い道が定めてある県の
補助金や負担金など

貸付金元利収入や実費徴収金など

使用料・手数料や
分担金など

市債の元金・利子の
償還金など

健康づくり、ごみの
処理などの経費

市の内部管理、税金徴収、
支所の運営などの経費

消防費、農林水産費、議会費など

各種福祉などの経費

道路や河川などの整備・
維持や都市計画などの経費

学校・幼稚園、
その他教育などの経費

商工業・観光振興、
消費生活対策などの経費

県が消費税の市町村分を交付するもの

決算のお知らせ

■一般会計 歳入と歳出の内訳

■決算概要

歳入
1,412億7,012万円

歳出
1,375億1,197万円

歳入
1,412億7,012万円

歳出
1,375億1,197万円

民生費
433億312万円

31.5%

土木費
190億4,439万円

13.8%総務費
178億8,532万円

13.0%

衛生費
78億5,713万円

5.7%

教育費
150億8,272万円

11.0%

公債費
145億1,440万円

10.6%

商工費
119億9,956万円

8.7%

その他
78億2,534万円

5.7%

市税
522億2,543万円

37.0%

市債
185億7,040万円

13.1%

国庫支出金
183億8,075万円

13.0%

地方消費税交付金
33億7,080万円

2.4%

地方交付税
170億570万円

12.0%

諸収入
140億6,796万円

10.0%

県支出金
64億186万円

4.5% その他
112億4,722万円

8.0%

市民税や固定資産税、
軽自動車税など

特定の事業などのために
長期的に借り入れるもの

使い道が定めてある国の補助金や負担金など

国が使い道を定めず
交付するもの

使い道が定めてある県の
補助金や負担金など

貸付金元利収入や実費徴収金など

使用料・手数料や
分担金など

市債の元金・利子の
償還金など

健康づくり、ごみの
処理などの経費

市の内部管理、税金徴収、
支所の運営などの経費

消防費、農林水産費、議会費など

各種福祉などの経費

道路や河川などの整備・
維持や都市計画などの経費

学校・幼稚園、
その他教育などの経費

商工業・観光振興、
消費生活対策などの経費

県が消費税の市町村分を交付するもの
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財政健全化法に基づく財政状況指標

◦実質赤字比率
　一般会計と一部の特別会計を合わ

せた赤字の割合
◦連結実質赤字比率
　全ての会計を合わせた赤字の割合
◦実質公債費比率
　公債費（借入金と利息の返済額 ）

とこれに準ずる経費の割合
◦将来負担比率
　企業会計、出資法人も含めた将来

の支払予定額の割合
◦資金不足比率
　事業規模からみた各公営企業の資

金不足の割合

　平成25年度の決算を基に、「地方公共団体の財政の健
全化に関する法律（財政健全化法 ）」の規定による健全化
判断比率と資金不足比率を算定しました。本市はいずれ

の指標も早期健全化などを求められる基準を下回ってい
て、健全な状態です。今後もより一層の財政の健全化を
図っていきます。

資金不足比率

区分 水道事業会計 下水道事業会計 農業集落排水 
事業特別会計

新エネルギー発電 
事業特別会計

本市の指標 資金不足額なし
経営健全化基準※ 20.0 20.0 20.0 20.0

健全化判断比率	
区分 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
本市の指標 赤字額なし 赤字額なし 8.9 70.8
早期健全化基準※ 11.25 16.25 25.0 350.0
財政再生基準※ 20.00 30.00 35.0 － 

平成25年度に実施した
一般会計の主な事業と決算額

快適で暮らしやすいまちづくり（暮らしの基盤・安全安心）
新メール配信システムの構築

（防災・気象情報をまちの安全ひろメールで配信） 56万円

防犯灯ESCO事業
（自治会所有の防犯灯をLED化） 3,217万円

防災ハザードマップ作成・全戸配布 1,042万円
橋りょう長寿命化修繕計画事業 1億7,343万円
耐震・エコ・子育て住宅改修支援事業 9,935万円

恵み豊かな自然と共生するまちづくり（環境共生）
小水力発電導入検討地の概略・基本設計 515万円
ペレットストーブ試験導入 42万円
太陽光発電所の発電・売電 1,702万円
水処理施設へのゼオライト設備の設置

（ゼオライトでセシウムを吸着除去） 2,415万円

合併処理浄化槽設置補助事業 5,963万円

個々が光り輝くまちづくり（健康・福祉）
５歳児就学前健診モデル事業 27万円
病児保育事業 1,978万円
第３子以降幼稚園保育料軽減補助事業 4,726万円
障害者相談支援事業所の増設 6,437万円
国民健康保険税の負担緩和 7億1,900万円

地域資源を活かした活力あるまちづくり（産業活力）
特例子会社設立支援

（障害者の雇用促進） 448万円

企業誘致に係る助成対象の拡大 1億4,044万円
農畜産物販売戦略モデル事業 25万円
鳥獣被害対策実施隊創設 80万円
まちなか居住補助 400万円

豊かな心を育むまちづくり（教育・文化）
マイタウンティーチャーの増員

（少人数指導補助の非常勤講師） 5,748万円

スクールソーシャルワーカーの配置 334万円
アーツ前橋の管理運営 1億1,166万円
芸術文化推進事業 4,922万円

市民協働のまちづくり（協働・行政経営）
自治会一括交付金 3億8,289万円
都市魅力アップ共創推進

（シティプロモーション） 334万円

ご当地ナンバープレートの交付 28万円
パスポートセンターの設置 960万円
高齢者によるコミュニティビジネスの創出 75万円

※基準を超えた場合は、財政健全化や財政再生の手続きに入らなければなりません。

用語解説
（単位：％）

（単位：％）

平成25年度

決算のお知らせ
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Ikiiki
Maebashi

Jin

　

前
橋
市
を
拠
点
に
、
木
彫
り
や

絵
本
な
ど
を
制
作
し
て
い
る
。
こ

の
道
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
、

中
学
生
の
と
き
に
木
彫
り
を
作
っ

た
こ
と
だ
と
い
う
。

　
「
技
術
・
家
庭
の
授
業
で
の
み

や
の
こ
ぎ
り
な
ど
の
使
い
方
を
覚

え
た
こ
ろ
、
家
を
建
て
替
え
た
と

き
に
出
た
木
っ
端
が
あ
っ
た
の
で
、

木
彫
り
を
作
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

木
を
彫
っ
て
み
る
と
楽
し
い
気
持

ち
に
な
り
、
一
生
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
」

　

作
品
は
、
子
ど
も
や
鬼
な
ど
を

テ
ー
マ
に
し
た
も
の
が
多
い
。
喜

び
や
笑
い
を
表
現
し
た
木
彫
り
の

鬼
は
、
ど
こ
か
親
し
み
が
あ
る
。

　
「
祖
母
が
桃
太
郎
の
物
語
を
話

す
と
き
『
悪
い
鬼
が
い
て
ね
』
と

い
う
の
を
聞
い
て
、
不
思
議
に
思

っ
て
い
ま
し
た
。
人
を
安
心
さ
せ

る
よ
う
な
良
い
鬼
が
い
て
も
い
い

と
思
い
ま
し
た
」

　

前
橋
で
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
や

祖
父
母
の
存
在
が
作
品
に
影
響
を

与
え
て
い
る
と
い
う
。

　
「
祖
父
か
ら
は
厳
し
さ
や
強
さ

を
、
祖
母
か
ら
は
優
し
さ
や
温
か

さ
を
教
わ
り
ま
し
た
。
自
分
の
生

ま
れ
育
っ
た
所
を
大
切
に
し
た
い

で
す
。
こ
の
場
所
で
出
来
上
が
る

物
が
自
分
の
作
品
だ
と
思
い
ま
す
」

　

今
後
は
、
彫
刻
的
な
物
も
作
っ

て
い
き
た
い
と
い
う
。

　
「
子
ど
も
が
泣
い
た
り
怒
っ
た

り
し
て
い
る
様
子
な
ど
、
表
情
を

大
切
に
し
た
い
で
す
」

　

こ
れ
か
ら
も
、
生
ま
れ
育
っ
た

地
で
培
っ
た
も
の
を
作
品
に
刻
み

続
け
て
ほ
し
い
。

木彫り・木版画家で絵本作家
野村たかあきさん・64歳

朝日町四丁目

生
ま
れ
育
っ
た
所
を
大
切
に

問
い
合
わ
せ
は

赤
城
ギ
ン
ナ
ン
生
産
組
合　

☎
０
２
７
―
２
６
１
―
５
１
８
２

ブ
ラ
ン
ド

vol. 16

赤
城
の
ギ
ン
ナ
ン

　

空
っ
風
の
吹
く
赤
城
山
麓
の
前
橋
で
、

生
産
者
が
妥
協
を
許
さ
ず
、
手
間
を
惜

し
ま
ず
作
っ
た
「
赤
城
の
恵
ブ
ラ
ン
ド
」

の
認
証
品
。
今
回
は
「
赤
城
の
ギ
ン
ナ

ン
」
を
紹
介
し
ま
す
。

■
こ
だ
わ
り
の
一
品

　

無
農
薬
で
環
境
に
配
慮
し
た
農
法
で

生
産
し
て
い
ま
す
。
収
穫
か
ら
選
別
、

種
出
し
、
途
中
２
回
塩
水
を
利
用
し
て

仕
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
６
日
間
に
わ
た

る
天
日
干
し
。
実
の
し
ま
っ
た
大
粒
の

銀
杏
は
、
ま
さ
に
生
産
者
の
こ
だ
わ
り

が
生
ん
だ
た
ま
も
の
で
す
。

■
組
合
員
一
丸
で

　

赤
城
ギ
ン
ナ
ン
生
産
組
合
は
現
在
45

人
の
生
産
者
が
集
ま
り
、
主
に
永
明
・

城
南
・
宮
城
地
区
の
農
地
で
銀
杏
を
生

産
し
て
い
ま

す
。
堆
肥
を

利
用
し
た
環

境
保
全
型
農

業
へ
の
取
り

組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

こ
と
し
は
約

10
㌧
の
収
穫

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

■
旬
の
味
覚

　

３
月
ま
で
の
季
節
、
早わ

生せ

で
珍
し
い

金き
ん

兵べ

衛い

、
中な

か

生せ

で
大
粒
丸
形
の
久き

ゅ
う

寿じ
ゅ

、

晩ば
ん

生せ

で
最
も
大
粒
、
形
が
良
く
光
沢
が

あ
る
藤と

う

九く

郎ろ
う

な
ど
、
い
ず
れ
も
大
ぶ
り

で
、
し
っ
か
り
と
し
た
味
が
楽
し
め
ま

す
。
市
内
の
量
販
店
や
農
産
物
直
売
所

の
ほ
か
、
都
内
百
貨
店
に
も
販
路
拡
大

中
。
電
話
で
の
注
文
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

■
健
康
・
栄
養

　

で
ん
ぷ
ん
、
脂
質
、
た
ん
ぱ
く
質
、

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
含
む
銀

杏
。
栄
養
価
が
高
く
ミ
ネ
ラ
ル
も
豊
富

な
食
材
で
す
。
古
く
か
ら
漢
方
薬
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
中
毒
物
質
が
含
ま

れ
て
い
る
の
で
食
べ
過
ぎ
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

■
生
産
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

銀
杏
は
炊
き
込
み
ご
飯
に
入
れ
た
り

バ
タ
ー
焼
き
に
し
た
り
、
料
理
の
レ
シ

ピ
も
い
ろ
い
ろ
で
す
。
殻
を
む
い
た
も

の
も
あ
り
、
手
間
を
か
け
ず
に
食
べ
ら

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
召
し
上
が
っ
て
く
だ

さ
い
。

10広報まえばし　平成26年11月１日号



祭りに燃えた２日間

　10月11日・12日にまちなかなどで前
橋まつりを開催。山車やみこしなどに多
くの市民が参加しました。12日にはまえ
ばしＣＭフェス関連イベントとして本市
出身の映画監督・清水崇さんのトークと
映画上映会を開催。終了後は祭りにも参
加し、会場は大いに盛り上がりました。

映画監督の清水崇さん

11 市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎027-224-1111



お
知
ら
せ

け
や
き
ウ
ォ
ー
ク
で
住
宅
相
談

　

住
宅
に
関
す
る
無
料
の
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰
、
午

後
１
時
〜
６
時

会
場
＝
け
や
き
ウ
ォ
ー
ク
前
橋
内
け

や
き
ホ
ー
ル
（
文
京
町
二
丁
目
）

□
耐
震
診
断
・
改
修
相
談
会

　

自
宅
の
耐
震
性
に
不
安
を
感
じ
て

い
る
人
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
昭
和
56
年
以
前
に
建
て
ら
れ

た
木
造
住
宅
に
住
ん
で
い
る
人

申
確
認
通
知
書
や
図
面
な
ど
を
用
意

し
て
当
日
会
場
へ
直
接

問
建
築
指
導
課
☎
０
２
７
―
８
９
８

―
６
７
５
２

□
無
料
出
張
住
宅
相
談
会

　

住
宅
に
関
す
る
法
律
・
建
築
・
税

金
・
登
記
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
な
ど

の
専
門
家
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

申
11
月
21
日
㈮
ま
で
に
県
住
宅
供
給

公
社
ぐ
ん
ま
住
ま
い
の
相
談
セ
ン
タ

ー
☎
０
２
７
―
２
１
０
―
６
６
３
４
へ

廃
タ
イ
ヤ
な
ど
清
掃
工
場
で
回
収

　

家
庭
で
使
用
し
て
い
た
廃
タ
イ
ヤ

を
有
料
で
、
チ
ェ
ー
ン
を
無
料
で
回

収
し
ま
す
。
バ
ッ
テ
リ
ー
は
１
個
30

円
で
買
い
取
り
ま
す
。

日
時
＝
11
月
９
日
㈰
午
前
９
時
〜
正
午

会
場
＝
六
供
・
荻
窪
清
掃
工
場

費
用
＝
〈
軽
・
普
通
自
動
車
用
タ
イ

ヤ
〉
１
本
１
５
０
円
〈
大
型
自
動
車

用
タ
イ
ヤ
〉
１
本
８
０
０
円
〈
バ
イ

ク
・
自
転
車
用
タ
イ
ヤ
〉
１
本
１
０

０
円
〈
農
耕
用
タ
イ
ヤ
〉
１
本
４
０

０
円

問
ご
み
減
量
課
☎
０
２
７
―
８
９
８

―
６
２
７
３

大
胡
体
育
館
が
休
館

　

11
月
10
日
㈪
、
大
胡
体
育
館
は
定
期

清
掃
な
ど
を
行
う
た
め
休
館
し
ま
す
。

問
東
部
施
設
管
理
事
務
所
☎
０
２
７

―
２
８
３
―
８
７
３
５

体
育
施
設
の
利
用
調
整
会
議

　

来
年
度
の
体
育
施
設
の
利
用
調
整

会
議
を
開
催
し
ま
す
。
利
用
希
望
団

体
は
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
12
月
13
日
㈯
午
前
10
時

会
場
＝
市
民
体
育
館

対
象
＝
来
年
度
に
次
の
施
設
で
大
会

の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
団
体

対
象
施
設
＝
王
山
運
動
場
、
三
俣
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
、
北
部
運
動
場
、
清
里

方
面
運
動
場
、
富
士
見
総
合
グ
ラ
ン

ド
、
下
増
田
運
動
場
、
前
橋
工
科
大

運
動
場

申
込
書
の
配
布
＝
市
民
体
育
館
で
。

同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

15.w
ind.ne.jp/̃m

-shim
intaik/

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

申
11
月
19
日
㈬
〜
12
月
３
日
㈬
に
申

込
書
に
記
入
し
、
同
館
（
☎
０
２
７

―
２
６
５
―
０
９
０
０
）
へ
直
接

女
性
へ
の
暴
力
を
な
く
す
運
動

　

11
月
12
日
㈬
か
ら
25
日
㈫
ま
で
、

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
」
を
実
施
。
配
偶
者
な
ど
か
ら
の

女
性
に
対
す
る
暴
力
、
性
犯
罪
、
売

買
春
、
人
身
取
引
、
セ
ク
ハ
ラ
、
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
は
、
犯
罪
行
為

を
も
含
む
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。

女
性
の
人
権
を
尊
重
す
る
た
め
の
意

識
啓
発
や
、
暴
力
は
決
し
て
許
さ
れ

な
い
も
の
で
あ
る
と
の
社
会
認
識
の

向
上
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

問
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
☎
０
２

７
―
８
９
８
―
６
５
１
７

老
後
や
万
が
一
に
備
え
納
付
を

　

11
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」で
す
。

年
金
は
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
。

働
く
世
代
が
負
担
す
る
保
険
料
が
高

齢
者
の
収
入
（
年
金
給
付
）
に
な
り

ま
す
。
年
金
の
給
付
費
用
の
一
部
は

国
の
負
担
で
賄
わ
れ
る
た
め
、
納
め

た
保
険
料
を
上
回
る
年
金
給
付
が
生

涯
に
わ
た
り
保
障
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

病
気
や
け
が
で
働
け
な
く
な
っ
た
と

き
や
、
一
家
の
支
え
手
が
亡
く
な
っ

た
と
き
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
が
あ
な
た
や
あ
な
た
の

家
族
を
支
え
ま
す
。

□
保
険
料
は
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う

　

国
民
年
金
の
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ

ト
を
受
け
る
た
め
に
は
保
険
料
を
納

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
金
融
機
関

や
コ
ン
ビ
ニ
で
直
接
納
め
る
ほ
か
、

口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
電
話
な
ど

か
ら
も
納
付
で
き
ま
す
。
ま
た
、
経

済
的
に
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
と
き

は
免
除
に
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

□
保
険
料
は
控
除
の
対
象
に

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
と
住

民
税
の
申
告
で
、
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
控
除

を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や

確
定
申
告
の
手
続
き
の
際
に
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
11
月
上
旬
ま
で
に
送

付
さ
れ
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
か
、
こ

と
し
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
た

国
民
年
金
保
険
料
の
領
収
証
書
の
添

付
が
必
要
で
す
。
申
告
ま
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
☎
０
２
７
―
８
９
８
―
６

２
５
４

くらしの情報
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□
児
童
虐
待
相
談
先

　

前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー
内
こ
ど
も
課

☎
０
２
７
―
２
２
０
―
５
７
０
２
、

県
中
央
児
童
相
談
所
☎
０
２
７
―
２

６
１
―
１
０
０
０
、
こ
ど
も
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
24
（
毎
日
24
時
間
受
け
付
け
）

☎
０
１
２
０
―
７
８
３
―
８
８
４（
携

帯
電
話
か
ら
は
☎
０
２
７
―
２
６
３

―
１
１
０
０
）

問
こ
ど
も
課
☎
０
２
７
―
２
２
０
―

５
７
０
２

学
校
給
食
の
食
材
受
け
付
け
ま
す

　

学
校
給
食
用
食
材
の
供
給
や
取
り

扱
い
を
希
望
す
る
人
は
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
食
材
ご
と
に
条
件
が
異

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
市
内
か
隣
接
す
る
市
町
村
に

事
業
所
が
あ
り
、
条
件
に
適
合
す
る

事
業
者

対
象
食
材
＝
食
肉
、
鶏
卵
、
豆
腐
、

加
工
食
品
（
冷
凍
食
品
・
調
味
料
を

含
む
）、
青
果
物
、
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど

資
格
の
有
効
期
間
＝
来
年
４
月
１
日

㈬
〜
平
成
28
年
３
月
31
日
㈭

申
込
書
の
配
布
＝
市
役
所
教
育
委
員

会
事
務
局
総
務
課
で

申
11
月
10
日
㈪
〜
12
月
10
日
㈬
に
申

込
書
に
記
入
し
、
同
課
（
☎
０
２
７

―
８
９
８
―
６
９
９
３
）
へ
直
接

都
市
計
画
の
関
係
図
書
を
縦
覧

　

次
の
都
市
計
画
が
決
定
し
ま
し
た

の
で
、
関
係
図
書
を
縦
覧
し
ま
す
。

縦
覧
場
所
＝
県
庁
都
市
計
画
課
、
市

役
所
都
市
計
画
課

●
用
途
地
域
（
昭
和
町
三
丁
目
地
区
）

位
置
＝
昭
和
町
三
丁
目
・
下
小
出
町

一
丁
目
の
各
一
部

面
積
＝
約
16
・
１
㌶

●
地
区
計
画
（
昭
和
町
三
丁
目
地
区
）

位
置
＝
昭
和
町
三
丁
目
・
下
小
出
町

一
丁
目
の
各
一
部

面
積
＝
約
17
・
４
㌶

●
地
区
計
画
（
前
橋
問
屋
団
地
）

位
置
＝
問
屋
町
一
丁
目
・
二
丁
目
の

各
一
部

面
積
＝
約
13
・
８
㌶

問
市
都
市
計
画
課
☎
０
２
７
―
８
９

８
―
６
９
４
３

や
け
ど
を
負
わ
せ
る
な
ど
）
②
性
的

虐
待
（
性
的
行
為
の
強
要
、
ポ
ル
ノ

グ
ラ
フ
ィ
ー
の
被
写
体
に
す
る
な
ど
）

③
ネ
グ
レ
ク
ト
〈
養
育
放
棄
〉（
食
事

を
与
え
な
い
、ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、

自
動
車
の
中
に
長
時
間
放
置
す
る
な

ど
）
④
心
理
的
虐
待
（
言
葉
に
よ
る

脅
し
、
無
視
、
き
ょ
う
だ
い
間
の
差

別
的
扱
い
な
ど
）。

□
虐
待
か
ら
守
る
た
め
の
５
カ
条

　

①
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
迷
わ
ず

連
絡
②
し
つ
け
の
つ
も
り
は
言
い
訳
。

子
ど
も
の
立
場
で
判
断
③
一
人
で
抱

え
込
ま
ず
、
で
き
る
こ
と
か
ら
即
実

行
④
親
の
立
場
よ
り
、
子
ど
も
の
命

を
守
る
こ
と
が
最
優
先
⑤
虐
待
は
あ

な
た
の
周
り
で
も
起
こ
り
得
る
。

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
。

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
、
重
大
な
人
権
侵

害
で
す
。
子
ど
も
を
た
た
く
音
や
叫

び
声
が
聞
こ
え
る
な
ど
、周
り
に
「
虐

待
を
受
け
て
い
る
の
で
は
」
と
思
わ

れ
る
子
ど
も
が
い
た
ら
、
迷
わ
ず
次

の
相
談
先
や
地
域
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
な
ど
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
を
守
る
こ
と
が
最
優
先
で
す

の
で
、
責
任
は
問
わ
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
連
絡
し
た
人
が
特
定
さ
れ
な
い

よ
う
に
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

□
児
童
虐
待
と
は

　

①
身
体
的
虐
待
（
殴
る
、
蹴
る
、

コラム
ようこそ市長室へ
スマートフォンまたは

タブレット端末でご覧ください

長市

　先日、ＮＨＫ大河ドラマ「花燃ゆ」にて初代
群馬県令・楫

か

取
とり

素
もと

彦
ひこ

を演じる俳優・大沢たかお
さんが本市を訪問された際に臨江閣をご案内し
ました。大沢さんは「楫取素彦がここで何を感じ、
何を成したか」を考え、「『よくぞやってくれた』
と言われるように演じたい」と話されました。　
　秋が深まりゆく中、「ドラマ館に訪れるお客様
をどうおもてなしするか？」「宿泊は？」「ガイド
さんは？」「お土産は？」と悩みは尽きません。
このドラマが、前橋市の歴史を見直し、観光都
市へと成長するきっかけとならなければもった
いないと思います。蚕糸記念館、朔太郎生家、
広瀬川、赤城山、古墳や戦国時代からの領主の
歴史、絹産業遺産、おいしい前橋の食など…お
もてなしの素材はたくさんあります。　　　　　
　この度、約100人の「前橋学市民学芸員」が５
カ月間の講習を経て誕生しました。それ以上に、
一人一人の市民皆さんが市民ガイドの役を演じ
ておもてなしくださるよう、お力
をお貸しください。　　　　　　

証明サービスコーナー
メンテナンスで休業
　11月22日㈯から24日㈪ま
で、機器メンテナンスなど
のため、前橋プラザ元気21
内証明サービスコーナーは
休業します。
問同コーナー☎027-210-2279

前橋プラザ元気21

市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎027-224-1111

申＝申し込み　問＝問い合わせ
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お
知
ら
せ

大
室
は
に
わ
館
が
オ
ー
プ
ン

　

大
室
公
園
民
家
園
敷
地
内
に
「
大

室
は
に
わ
館
」
が
オ
ー
プ
ン
。
大
室

古
墳
群
・
大
室
公
園
調
査
の
際
の
出

土
品
や
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
成
の

複
製
品
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。ま
た
、

３
Ｄ
画
像
「
飛
び
出
す
大
室
古
墳
群

の
古
墳
と
埴
輪
」
の
映
写
も
行
い
ま

す
。
入
館
は
無
料
で
す
。

開
館
日
時
＝
〈
11
月
・
12
月
〉
木
曜

〜
日
曜
・
祝
日
〈
１
月
〜
３
月
〉
土

日
曜
・
祝
日
（
年
末
年
始
を
除
く
）、

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

問
文
化
財
保
護
課
☎
０
２
７
―
２
８

０
―
６
５
１
１

日
吉
体
育
館
新
た
に

　

総
合
福
祉
会
館
に
隣
接
す
る
旧
市

立
前
橋
高
の
第
二
体
育
館
（
日
吉
町

二
丁
目
）
が
日
吉
体
育
館
と
名
前
を

変
え
て
オ
ー
プ
ン
。床
を
張
り
替
え
、

ト
イ
レ
や
更
衣
室
を
改
修
し
快
適
に

利
用
で
き
る
よ
う
整
備
し
ま
し
た
。

申
市
民
体
育
館
☎
０
２
７
―
２
６
５

―
０
９
０
０
へ

催　

し

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
―
２
２
４
―
２
５
４
８

□
11
月
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

日
時
＝
〈
①
平
日
〉
午
後
３
時
30
分

〈
土
日
曜
・
祝
日
〉
②
午
前
10
時
30

分
③
午
前
11
時
30
分
④
午
後
１
時
30

分
⑤
午
後
３
時
30
分

内
容
＝
①
の
火
木
曜
と
②
④
は
星
座

の
お
話
「
ア
イ
ヌ
の
星
〜
イ
ワ
ン
ノ

チ
ユ
ウ
」、
①
の
水
金
曜
と
③
⑤
は

天
文
学
シ
リ
ー
ズ
「
太
陽
嵐
〜
プ
ラ

ネ
君
、
危
機
一
髪
」

特
別
投
影
＝
11
月
１
日
㈯
〜
３
日
㈪

は
②
〜
⑤
の
時
間
で
過
去
の
人
気
番

組
を
投
影

□
図
画
作
品
展

日
時
＝
11
月
８
日
㈯
〜
12
月
２
日
㈫

対
象
校
＝
細
井
小
、
原
小
、
時
沢
小
、

石
井
小
、
白
川
小
、
鎌
倉
中
、
富
士

見
中
、
群
馬
大
附
属
中

前
橋
文
学
館☎０

２
７
―
２
３
５
―
８
０
１
１

□
ガ
リ
版
で
年
賀
状
を
作
ろ
う
！

日
時
＝
11
月
29
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

対
象
＝
小
４
以
上
、
先
着
15
人

申
11
月
８
日
㈯
午
前
９
時
か
ら
同
館
へ

大
胡
シ
ャ
ン
テ

　

☎
０
２
７
―
２
８
３
―
１
１
０
０

□
第
７
回
シ
ャ
ン
テ
太
鼓
ま
つ
り
「
大

江
戸
助
六
太
鼓
交
流
公
演
」

日
時
＝
12
月
７
日
㈰
午
後
１
時

費
用
＝
一
般
２
，
０
０
０
円
、
高
校

生
以
下
１
，
０
０
０
円

中
央
公
民
館☎０

２
７
―
２
１
０
―
２
１
９
９

□
明
寿
大
学
絵
画
ク
ラ
ブ
に
よ
る
前

橋
中
心
市
街
地
ス
ケ
ッ
チ
展

日
時
＝
11
月
17
日
㈪
〜
30
日
㈰
、
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
10
時
（
17
日
は

午
後
１
時
か
ら
。
30
日
は
正
午
ま
で
）

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
内
３
階

ホ
ワ
イ
エ　

　20世紀を代表するアーティストたち
の多彩な版画作品を紹介する展覧会を開
催しています。マティスの「ジャズ」を
はじめ、ピカソ、ブラック、レジェ、シ
ャガールなどの連作版画約180点を一堂
に集めて紹介。新時代の美術を切り開い
た作家たちの魅力に迫ります。
日時＝11月30日㈰まで、午前10時～午
後６時（月曜を除く。祝日の場合は開館
し翌日休館。金曜は午後８時まで）
会場＝高崎市美術館（高崎市八島町）
観覧料＝一般300円、高校・大学生200円
問同館☎027-324-6125

高
崎
だ
よ
り

アンリ・マティスのJAZZ!!
～ヨーロッパ版画の黄金時代～

暮らしの中の100椅子展
　「暮らしの中の100椅子展」が開催さ
れます。さまざまなデザインの椅子の
展示を通じ、暮らしの豊かさやまちなか
の存在意義を考える展覧会。雑貨や古書
を扱う「くらしのマルシェ」も同時開催
します。詳しくはホームページ（http://
mca-frasco.net/）をご覧ください。
日時＝11月11日㈫～16日㈰、午後１時
～８時（15日㈯・16日は午前11時から）
会場＝旧大竹酒造レンガ倉庫（三河町一
丁目）
費用＝展覧会は500円
問まちなか再生室☎027-230-8866

ア
ン
リ
・
マ
テ
ィ
ス
「
ジ
ャ
ズ
」

よ
り
《
馬
、
女
曲
馬
師
、
道
化
師
》

１
９
４
７
年　

ス
テ
ン
シ
ル
・
グ

ア
ッ
シ
ュ 

群
馬
県
立
近
代
美
術
館

くらしの情報

広報まえばし　平成26年11月１日号 14



前
橋
こ
ど
も
図
書
館

☎
０
２
７
―
２
３
０
―
８
８
３
３

□
お
は
な
し
の
会

日
時
＝
11
月
８
日
㈯
・
22
日
㈯
・
29

日
㈯
・
12
月
６
日
㈯
、
午
後
１
時
30

分
〜
２
時

内
容
＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊

び
、
読
み
聞
か
せ
に
関
す
る
相
談

□
ま
え
ば
し
学
校
フ
ェ
ス
タ
「
リ
レ

ー
お
は
な
し
会
」

日
時
＝
11
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰
、
午

前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

内
容
＝
大
型
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や

紙
芝
居

□
お
は
な
し
や
さ
ん

日
時
＝
11
月
20
日
㈭
・
27
日
㈭
、
午

前
11
時
30
分
〜
正
午　

内
容
＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
た
や
手

遊
び

□
は
じ
め
て
絵
本
の
お
は
な
し
会

日
時
＝
11
月
23
日
㈰
、
午
前
11
時
〜

正
午

対
象
＝
１
歳
ま
で
と
保
護
者

内
容
＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
読
み
方

□
前
橋
こ
ど
も
図
書
館
が
休
館

　

11
月
10
日
㈪
か
ら
14
日
㈮
ま
で
蔵

書
整
理
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

総
合
教
育
プ
ラ
ザ

☎
０
２
７
―
２
３
０
―
９
０
９
４

□
ま
え
ば
し
教
育
の
日
特
別
上
映
会

「
私
た
ち
の
街　

前
橋
」

日
時
＝
11
月
10
日
㈪
午
後
２
時

対
象
＝
一
般
、
先
着
１
１
２
人

□
名
作
映
画
劇
場

日
時
＝
11
月
17
日
㈪
午
後
２
時

内
容
＝
「
グ
ラ
ン
ド
・
ホ
テ
ル
」

（
グ
レ
タ
・
ガ
ル
ボ
主
演
）

対
象
＝
一
般
、
先
着
１
１
２
人

申
以
上
の
２
つ
は
当
日
同
館
へ
直
接

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

☎
０
２
７
―
２
５
２
―
０
５
０
０

□
ア
ク
テ
ィ
ー
祭

日
時
＝
11
月
16
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
３
時

内
容
＝
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
・

生
け
花
な
ど
の
作
品
展
示
や
フ
ラ
・

ウ
ク
レ
レ
の
発
表
、
お
茶
会
、
農
産

物
の
直
売
な
ど

市
民
芸
術
文
化
祭

□
市
民
芸
術
文
化
祭

日
時
＝
①
11
月
14
日
㈮
〜
16
日
㈰
、

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
16
日
は
午

後
４
時
ま
で
）
②
16
日
㈰
午
後
１
時

③
23
日
㈰
午
後
０
時
30
分
④
24
日
㈪

午
後
１
時
⑤
29
日
㈯
午
後
２
時
⑥
30

日
㈰
午
後
１
時

会
場
＝
①
②
③
④
⑥
は
市
民
文
化
会

館
⑤
は
第
三
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
（
総
合
教
育
プ
ラ
ザ
内
）

内
容
＝
①
は
趣
味
の
彫
塑
工
芸
絵
画

展
、
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
合
同
作
品

展
②
は
前
橋
バ
レ
エ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
③
は
フ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
④
は

大
正
琴
発
表
会
⑤
は
漢
詩
発
表
会
⑥

は
市
民
音
楽
の
つ
ど
い

□
「
市
民
の
う
た
」
作
曲
部
門
の
入

賞
者
が
決
定

入
賞
者
＝
〈
市
長
賞
〉
木
村
ユ
タ
カ

さ
ん
〈
奨
励
賞
〉
松
元
美
穂
さ
ん
、

赤
岩
篤
子
さ
ん

問
文
化
国
際
課
☎
０
２
７
―
８
９
８

―
５
８
５
６

学
市
で
遅
れ
て
き
た
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

　

や
る
気
の
木
学
市
「
遅
れ
て
き
た

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」
を
開
催
。
市
内
の
大

学
や
短
大
、
専
門
学
校
の
学
生
が
合

同
で
行
い
ま
す
。

日
時
＝
11
月
８
日
㈯
午
後
３
時
〜
８
時

会
場
＝
中
央
イ
ベ
ン
ト
広
場

内
容
＝
学
生
バ
ン
ド
や
キ
ャ
ン
ド
ル

ナ
イ
ト
、
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

問
ま
ち
な
か
再
生
室
☎
０
２
７
―
２

３
０
―
８
８
６
６

ア
ー
ツ
前
橋
で
服
作
り

　

ア
ー
ツ
前
橋
で
開
催
中
の
企
画
展

「
服
の
記
憶
―
私
の
服
は
誰
の
も
？
」

の
出
展
ブ
ラ
ン
ド
、
シ
ア
タ
ー
プ
ロ

ダ
ク
ツ
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
型
紙
を
使

っ
て
洋
服
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
11
月
23
日
㈰
・
12
月
６
日
㈯
・

23
日
㈫
、
午
後
１
時

会
場
＝
ア
ー
ツ
前
橋

対
象
＝
一
般
、
先
着
各
５
人

用
意
す
る
物
＝
裁
縫
道
具

申
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
同
館
☎

０
２
７
―
２
３
０
―
１
１
４
４
へ

ま
え
ば
し
学
校
フ
ェ
ス
タ

　

ま
え
ば
し
学
校
フ
ェ
ス
タ
２
０
１

４
を
開
催
。
市
内
の
小
中
特
別
支
援

学
校
と
市
立
前
橋
高
の
児
童
生
徒
が
、

日
頃
学
校
で
行
っ
て
い
る
文
化
活
動

の
発
表
や
展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
11
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰
、
午

前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

内
容
＝
〈
ス
テ
ー
ジ
発
表
〉
合
唱
、

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
吹
奏
楽
、
少
年
の

主
張
、
英
語
ス
ピ
ー
チ
、
読
書
感
想

文
な
ど
〈
展
示
〉
絵
画
、
書
道
、
立

体
作
品
（
図
工
美
術
・
家
庭
科
な
ど
）、

理
科
研
究
、
海
外
派
遣
研
修
な
ど
〈
ブ

ー
ス
発
表
〉
市
立
前
橋
高
ブ
ー
ス
、

演
劇
ブ
ー
ス
、
和
の
心
ブ
ー
ス
、
児

童
文
化
セ
ン
タ
ー
ブ
ー
ス
な
ど

問
学
校
教
育
課
☎
０
２
７
―
８
９
８

―
５
８
６
５

酉
の
市
へ
出
掛
け
よ
う

　

大
酉
祭
（
お
酉
さ
ま
）
を
開
催
。

伝
統
的
な
酉
の
市
や
奉
納
獅
子
舞
の

ほ
か
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
福
引
、

新
鮮
野
菜
の
特
売
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
11
月
10
日
㈪
午
前
11
時
〜
午

後
８
時

会
場
＝
熊
野
神
社
（
千
代
田
町
三
丁
目
）

問
前
橋
酉
の
市
祭
実
施
委
員
会
・
大

川
さ
ん
☎
０
２
７
―
２
３
１
―
５
６

４
４
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催　

し

秋
の
赤
城
神
社
参
道
を
歩
こ
う

　

参
道
松
並
木
と
赤
城
神
社
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
開
催
。
赤
城
神
社
参
道
松

並
木
な
ど
８
㌔
㍍
を
歩
き
ま
す
。

日
時
＝
11
月
23
日
㈰
午
前
８
時
30
分

〜
正
午

集
合
場
所
＝
み
や
ぎ
千
本
桜
の
森
（
苗

ケ
島
町
）

対
象
＝
一
般
、
先
着
１
５
０
人

費
用
＝
３
０
０
円

申
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
記
入
し
、
前
橋
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
協
会
（
☎
０
２
７
―
２
３
５
―

２
２
１
１
）
へ
フ
ァ
ク
ス
（
０
２
７

―
２
３
５
―
２
２
３
３
）
で

上
電
市
民
号
で
銀
座
歌
舞
伎
座

　

市
民
号
「
上
電
で
行
く
銀
座
歌
舞

伎
座
」
を
開
催
。
銀
座
歌
舞
伎
座
12

月
公
演
を
観
覧
し
ま
す
。
ぐ
ん
ま
ち

ゃ
ん
家
の
買
い
物
券
５
０
０
円
分
と

昼
食
付
き
で
す
。

日
時
＝
12
月
13
日
㈯
午
前
６
時
50
分

集
合
場
所
＝
上
毛
電
鉄
中
央
前
橋
駅

（
城
東
町
三
丁
目
）

対
象
＝
中
学
生
以
上
、
先
着
40
人

費
用
＝
１
万
５
，
７
８
０
円

申
11
月
10
日
㈪
午
前
９
時
か
ら
上
毛

電
鉄
☎
０
２
７
―
２
３
１
―
３
５
９

７
へ

赤
城
山
麓
で
星
空
を
観
察
し
よ
う

　

赤
城
山
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を

開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
15
日
㈯
午
後
４
時
30
分

会
場
＝
赤
城
少
年
自
然
の
家

対
象
＝
一
般
、
先
着
20
人

用
意
す
る
物
＝
懐
中
電
灯
か
ヘ
ッ
ド

ラ
イ
ト
、
防
寒
用
の
衣
類
な
ど

申
赤
城
少
年
自
然
の
家
☎
０
２
７
―

２
８
７
―
８
２
２
７
へ

農
村
景
観
残
る
総
社
で
ま
ち
歩
き

　

大
規
模
な
近
代
養
蚕
農
家
群
や
、

樫
ぐ
ね
な
ど
が
残
る
総
社
山
王
地
区

を
歩
き
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
11
月
23
日
㈰
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
０
時
30
分

集
合
場
所
＝
総
社
町
山
王
公
民
館
（
総

社
町
総
社
）

対
象
＝
一
般
、
先
着
30
人

申
11
月
10
日
㈪
〜
20
日
㈭
に
都
市
計

画
課
☎
０
２
７
―
８
９
８
―
６
９
７

４
へ

児
童
生
徒
の
図
工
美
術
展

　

図
工
美
術
作
品
展
を
開
催
。
市
立

幼
稚
園
や
小
中
学
校
、
特
別
支
援
学

校
の
作
品
の
ほ
か
、
教
職
員
の
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
22
日
㈯
〜
27
日
㈭
、
午

前
10
時
〜
午
後
６
時
（
27
日
は
午
後

３
時
ま
で
）

会
場
＝
市
民
文
化
会
館

問
学
校
教
育
課
☎
０
２
７
―
８
９
８

―
５
８
６
４

語
り
部
と
巡
る
大
室
古
墳
群

　

古つ

墳か

の
語
り
部
が
、
大
室
古
墳
群

や
民
家
園
を
案
内
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
８
日
㈯
午
前
９
時
30
分

〜
11
時

会
場
＝
大
室
公
園
民
家
園

申
当
日
会
場
へ
直
接

問
文
化
財
保
護
課
☎
０
２
７
―
２
８

０
―
６
５
１
１

収
穫
の
秋
を
楽
し
む
農
業
ま
つ
り

　

市
内
で
採
れ
た
新
鮮
な
農
産
物
の

即
売
な
ど
を
行
う
農
業
ま
つ
り
を
開

催
。
料
理
の
試
食
や
加
工
品
の
販
売

な
ど
の
ほ
か
、
ミ
ニ
牧
場
な
ど
子
ど

も
が
楽
し
め
る
企
画
も
あ
り
ま
す
。

日
時
＝
11
月
８
日
㈯
午
前
９
時
〜
午

後
２
時

会
場
＝
Ｊ
Ａ
前
橋
市
本
所
（
富
田
町
）

問
農
林
課
☎
０
２
７
―
８
９
８
―
６

７
０
２

総
合
卸
売
市
場
で
市
場
ま
つ
り

　

前
橋
総
合
卸
売
市
場
（
東
片
貝
町
）

で
、
市
場
ま
つ
り
を
開
催
。
野
菜
・

果
実
・
水
産
物
の
試
食
即
売
や
マ
グ

ロ
解
体
即
売
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
11
月
16
日
㈰
午
前
９
時
〜
11

時
30
分

問
同
市
場
☎
０
２
７
―
２
６
１
―
３

３
１
１

前
橋
け
い
り
ん
の
開
催
日

期
日
＝
11
月
１
日
㈯
〜
３
日
㈪
（
場

外
）、11
月
８
日
㈯
〜
10
日
㈪
（
本
場
）、

11
月
13
日
㈭
〜
16
日
㈰
（
場
外
）、

11
月
18
日
㈫
〜
20
日
㈭
（
本
場
）、

11
月
21
日
㈮
〜
24
日
㈪
（
場
外
）

問
公
営
事
業
課
☎
０
２
７
―
２
３
５

―
２
０
０
０

子
ど
も
た
ち
の
書
道
絵
画
を
展
示

　

子
ど
も
会
書
道
絵
画
展
を
開
催
。

小
中
学
生
の
優
秀
作
品
約
７
０
０
点

を
展
示
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
18
日
㈫
〜
23
日
㈰
、
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
23
日
は
午
前

11
時
ま
で
）

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

問
市
子
ど
も
会
育
成
団
体
連
絡
協
議

会
☎
０
２
７
―
８
９
８
―
５
８
７
２

お
お
さ
る
山
乃
家

☎
０
２
７
―
２
８
５
―
６
１
５
１

□
ゆ
こ
う
よ
森
へ「
キ
ャ
ン
プ
の
練
習
」

日
時
＝
11
月
30
日
㈰
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時

対
象
＝
中
学
生
以
下
と
保
護
者
、
先

着
40
人

費
用
＝
１
人
１
，
０
３
０
円

申
住
所
・
氏
名
・
学
年
・
性
別
・
電

話
番
号
を
記
入
し
、
同
館
へ
フ
ァ
ク

ス
（
０
２
７
―
２
８
９
―
０
１
７
３
）
で

くらしの情報
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市
内
に
伝
わ
る
郷
土
芸
能
が
共
演

　

郷
土
芸
能
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

総
社
神
社
太
々
神
楽
や
江
田
か
つ
ぎ

地
蔵
、
花
和わ

讃さ
ん

、
清
野
町
の
野
良
犬

獅
子
舞
、
六
供
お
囃は

や

子し

な
ど
、
各
地

区
の
郷
土
芸
能
を
披
露
。こ
と
し
は
、

渋
川
市
の
伊
香
保
祭
囃
子
の
公
演
も

行
い
ま
す
。
ま
た
、
抽
選
会
も
実
施

し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
22
日
㈯
午
後
１
時
〜
４
時

会
場
＝
市
民
文
化
会
館

問
文
化
財
保
護
課
☎
０
２
７
―
２
８

０
―
６
５
１
１

募
　
集

地
域
包
括
支
援
の
委
託
先
を
募
集

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務

委
託
先
を
公
募
し
ま
す
。

期
間
＝
来
年
４
月
１
日
㈬
〜
平
成
30

年
３
月
31
日
㈯

対
象
地
区
＝
①
若
宮
・
城
東
・
中
川

②
上
川
淵
・
下
川
淵
③
東
④
元
総
社
・

総
社
・
清
里
⑤
桂
萱
⑥
南
橘
⑦
永
明

⑧
城
南
⑨
大
胡
・
宮
城
・
粕
川
⑩
富

士
見
・
芳
賀
の
10
地
区

対
象
＝
適
切
・
公
平
・
中
立
で
効
率

的
に
委
託
業
務
を
実
施
で
き
る
社
会

福
祉
法
人
な
ど

申
11
月
21
日
㈮
午
前
10
時
に
市
立
図

書
館
で
行
わ
れ
る
説
明
会
に
参
加
後
、

11
月
25
日
㈫
〜
12
月
９
日
㈫
に
所
定

の
用
紙
に
記
入
し
、介
護
高
齢
課
（
☎

０
２
７
―
８
９
８
―
６
２
７
５
）
へ

郵
送
か
直
接

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
教
室

□
元
気
ひ
ろ
げ
た
い
ト
ラ
イ
教
室

日
時
＝
12
月
９
日
〜
来
年
３
月
10
日

の
火
曜
12
回
、
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場
＝
大
渡
体
育
館

対
象
＝
市
内
在
住･

在
勤
で
中
学
生

以
下
を
除
く
、
先
着
30
人

費
用
＝
３
，
０
０
０
円

申
12
月
５
日
㈮
ま
で
に
市
民
体
育
館

☎
０
２
７
―
２
６
５
―
０
９
０
０
へ

□
初
心
者
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト

日
時
＝
11
月
18
日
〜
来
年
３
月
17
日

の
火
曜
11
回
、
午
後
７
時
30
分
〜
８

時
30
分

会
場
＝
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ア

イ
ス
ア
リ
ー
ナ
（
関
根
町
）

対
象
＝
小
学
生
、
先
着
１
０
０
人

用
意
す
る
物
＝
手
袋

費
用
＝
１
万
１
，
０
０
０
円
と
貸
し

靴
代
３
１
０
円

申
11
月
18
日
㈫
に
費
用
を
添
え
て
保

護
者
が
会
場
へ
直
接

問
市
ス
ケ
ー
ト
ク
ラ
ブ
・
関
口
さ
ん

☎
０
２
７
―
２
３
１
―
３
２
８
８

講
座
・
教
室

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

☎
０
２
７
―
２
５
２
―
０
５
０
０

□
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
・
勤
労
女
性

セ
ン
タ
ー
合
同
特
別
講
座

日
時
＝
〈
①
年
末
年
始
料
理
〉
12
月

９
日
㈫
・
16
日
㈫
、
午
後
６
時
45
分

〜
８
時
45
分
〈
②
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
（
お
正
月
用･

器
付
き
）〉

12
月
26
日
㈮
午
後
６
時
45
分
〜
８
時

45
分
〈
③
お
正
月
用
い
け
花
〉
12
月

27
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
勤
労
者
。

①
は
30
人
②
③
は
各
15
人
（
抽
選
、

35
歳
未
満
の
人
を
優
先
）

費
用
＝
①
は
４
，０
０
０
円
②
は
２
，

５
０
０
円
③
は
１
，
９
０
０
円

申
11
月
15
日
㈯
ま
で
に
同
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://city-m

aebashi.
com

/

）
で

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
―
２
２
４
―
２
５
４
８

□
こ
ど
も
公
園
環
境
教
室
「
秋
の
公

園
で
遊
ぼ
う
」

日
時
＝
11
月
16
日
㈰

午
後
１
時
〜
３
時

対
象
＝
ど
な
た
で
も
、

先
着
30
人

内
容
＝
公
園
の
落
ち

葉
で
遊
び
ま
す

申
11
月
８
日
㈯
か
ら
同
館
へ

外国語指導助手を募集
　小中学校・高校で、英語の
授業などを補助する外国語指
導助手（ＡＬＴ）を募集しま
す。詳しくは本市ホームペー
ジをご覧ください。
□Assistant Language teacher 
（ALT） Position in Maebashi
The Maebashi Board of 
Education is going to employ 
ALT to work at municipal 
schools in Maebashi next 
school year.
Please see the Information 
on a life/Employment and 
labor on Maebashi City 
Website.
問学校教育課☎027-898-5864

スポーツ大会情報
◦��秋季ジュニアバレーボール選手
権（11月30日㈰、宮城体育館）

詳しくは市民体育館（☎027-265-
0900）に問い合わせるか、本市ホー
ムページをご覧ください。
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講
座
・
教
室

前
橋
テ
ル
サ☎

０
２
７
―
２
３
１
―
３
９
４
３

□
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
＆
カ
ル
チ
ャ
ー
ス

ク
ー
ル

講
座
名
・
期
日
＝
〈
自
分
の
ペ
ー
ス

で
ワ
ー
ド
＆
エ
ク
セ
ル
を
復
習
し
よ

う
！
〉〈
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
て
み
よ
う
！
〉
11
月
15
日
㈯

〈
本
格
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
親
子
で

作
ろ
う
（
小
学
生
以
上
）〉
12
月
７

日
㈰

申
同
館
へ

勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
―
２
３
０
―
９
０
９
８

□
特
別
講
座

日
時
＝
〈
①
Ｘ
ｍ
ａ
ｓ
・
お
せ
ち
料

理
〉
12
月
10
日
㈬
・
17
日
㈬
の
２
回

〈
②
Ｘ
ｍ
ａ
ｓ
・
お
正
月
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
〉
12
月
11
日
㈭
・
25

日
㈭
の
２
回
、
午
後
６
時
30
分
〜
８

時
30
分

対
象
＝
市
内
在
住
か
在
勤
の
勤
労
女

性
①
は
15
人
②
は
20
人
（
各
抽
選
）

費
用
＝
３
，
０
０
０
円

託
児
＝
事
前
予
約
で
３
歳
以
上
の
未

就
学
児
の
託
児
が
で
き
ま
す

そ
の
他
＝
申
込
者
が
10
人
未
満
の
場

合
は
中
止

申
11
月
13
日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
（
１
講
座
１
通
）。
講
座

名
・
住
所
・
氏
名
・
職
業
・
電
話
番

号
・
託
児
希
望
の
場
合
は
子
ど
も
の

人
数
・
年
齢
・
性
別
を
記
入
し
、
〒

３
７
１
―
０
０
３
５
岩
神
町
三
丁
目

１
―
１
・
総
合
教
育
プ
ラ
ザ
内
勤
労

女
性
セ
ン
タ
ー
へ

押
し
花
で
彩
る
ク
リ
ス
マ
ス

　

押
し
花
で
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
の

額
を
作
る
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
30
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
＝
前
橋
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
在
住
の
人
、20
人
（
抽
選
）

費
用
＝
２
，
０
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
は
さ
み

申
11
月
20
日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
。
教
室
名
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
市
役
所

公
園
緑
地
課
（
☎
０
２
７
―
８
９
８

―
６
８
４
２
）
へ

命
を
救
う
術
を
学
ぶ
講
習
会

　

上
級
救
命
講
習
会
を
開
催
。
応
急

手
当
て
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
の
取
り
扱
い
を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
11
月
30
日
㈰
午
前
９
時
〜
午

後
６
時

会
場
＝
消
防
局

対
象
＝
市
内
在
住
か
在
勤
の
中
学
生

以
上
で
、
３
年
以
内
に
普
通
か
上
級

救
命
講
習
を
受
講
し
た
人
、
先
着
30
人

申
11
月
19
日
㈬
・
20
日
㈭
に
消
防
局

警
防
課
☎
０
２
７
―
２
２
０
―
４
５

１
３
へ

地
元
食
材
で
料
理
を
し
よ
う

　

前
橋
産
小
麦
粉
を
使
っ
て
、
炭
酸

ま
ん
じ
ゅ
う
と
手
打
ち
う
ど
ん
を
作

る
郷
土
料
理
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
12
月
２
日
㈫
・
５
日
㈮
、
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

会
場
＝
地
産
地
消
セ
ン
タ
ー（
富
田
町
）

対
象
＝
一
般
、
各
25
人
（
抽
選
）

費
用
＝
８
０
０
円

申
11
月
12
日
㈬
（
必
着
）
ま
で
に
ハ

ガ
キ
で
（
１
人
１
通
）。
希
望
日
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

市
役
所
農
林
課
「
郷
土
料
理
講
習
会

係
」（
☎
０
２
７
―
８
９
８
―
５
８

４
１
）
へ

３
日
間
の
み
そ
作
り
講
習
会

　

み
そ
作
り
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
＝
来
年
１
月
14
日
㈬
〜
２
月
14

日
㈯
の
い
ず
れ
か
３
回
（
申
し
込
み

後
に
調
整
）

会
場
＝
粕
川
農
産
物
加
工
施
設

対
象
＝
〈
①
30
㌔
㌘
〉
一
般
、
先
着

１
０
０
人
〈
②
60
㌔
㌘
〉
一
般
、
先

着
50
人

費
用
＝
①
は
８
，
０
０
０
円
②
は
１

万
６
，
０
０
０
円

申
11
月
15
日
㈯
ま
で
に
粕
川
特
産
物

直
売
所
☎
０
２
７
―
２
８
５
―
６
０

４
１
へ

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
を
知
ろ
う

　

国
際
理
解
講
座
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
」

を
開
催
。
ロ
シ
ア
・
コ
ー
カ
サ
ス
研

究
が
専
門
の
群
馬
大
准
教
授
・
野
田

岳
人
さ
ん
が
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ

ア
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
29
日
㈯
午
後
１
時
30
分

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

対
象
＝
一
般
、
先
着
35
人

申
11
月
28
日
㈮
ま
で
に
市
国
際
交
流

協
会
☎
０
２
７
―
２
４
３
―
７
７
８

８
へ

就職内定への第一歩
まえばし就活実践塾
　まえばし就活実践塾「面
接対策集中セミナー」を開
催。就職活動に向けた集団
面接やグループディスカッ
ションのいろはを実践的に
学びます。
日時＝11月17日㈪・19日㈬、
午後６時～８時
会場＝前橋プラザ元気21
対象＝39歳以下の求職者、
先着20人
申産業政策課☎027-898-69
85へ

くらしの情報
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フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ぼ
う

　

フ
ラ
ン
ス
語
入
門
講
座
を
開
催
。

語
学
を
学
ん
で
国
際
交
流
の
き
っ
か

け
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
来
年
１
月
16
日
〜
３
月
20
日

の
金
曜
10
回
、
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

対
象
＝
一
般
、
30
人
（
抽
選
）

費
用
＝
６
，０
０
０
円
と
年
会
費
２
，

０
０
０
円

そ
の
他
＝
申
込
者
が
13
人
未
満
の
場

合
は
中
止

申
11
月
20
日
㈭
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ

で
。
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
３
７
１
―

０
０
２
３
本
町
一
丁
目
５
―
２
・
市

職
員
研
修
会
館
内
市
国
際
交
流
協
会

（
☎
０
２
７
―
２
４
３
―
７
７
８
８
）
へ

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

65
歳
未
満
の
人
は
入
場
料
が
必
要
で
す

（
ふ
じ
み
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
60
歳
未
満
）

し
き
し
ま
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
―
２
３
３
―
２
１
２
１

□
劇
団
未
来
し
も
つ
き
公
演

日
時
＝
11
月
19
日
㈬
午
前
11
時
30
分

〜
午
後
２
時

□
ゴ
ス
ペ
ル
サ
ー
ク
ル
☆
ゴ
ル
オ
ル

コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
11
月
26
日
㈬
正
午
〜
午
後
０

時
30
分

□
群
馬
朝
鮮
初
中
級
学
校
演
奏
会
＆

フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー

日
時
＝
11
月
29
日
㈯
正
午
〜
午
後
１
時

□
マ
マ
と
ベ
ビ
ー
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
サ

ロ
ン

日
時
＝
11
月
11
日
㈫
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分

対
象
＝
乳
児
と
家
族
、
先
着
30
組

費
用
＝
５
０
０
円

申
11
月
７
日
㈮
か
ら
同
館
へ

□
健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室

日
時
＝
11
月
27
日
㈭
午
前
10
時
30
分

〜
正
午

対
象
＝
一
般
、
先
着
30
人

申
11
月
13
日
㈭
か
ら
同
館
へ

ひ
ろ
せ
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
―
２
６
１
―
０
８
８
０

□
紅
洋
花
舞
踊
シ
ョ
ー

日
時
＝
11
月
９
日
㈰
午
前
11
時
30
分

〜
午
後
１
時

□
ピ
ン
シ
ャ
ン
体
操
と
ス
ト
レ
ッ
チ

日
時
＝
11
月
10
日
㈪
午
前
10
時
〜
11

時
30
分

□
健
康
教
室
「
糖
尿
病
に
な
ら
な
い

た
め
に
」

日
時
＝
11
月
11
日
㈫
午
後
１
時
30
分

〜
３
時

対
象
＝
ど
な
た
で
も
、
先
着
30
人

□
マ
マ
と
ベ
ビ
ー
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
サ

ロ
ン

日
時
＝
11
月
26
日
㈬
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分

対
象
＝
乳
児
と
家
族
、
先
着
15
組

費
用
＝
５
０
０
円

□
１
日
教
室

日
時
＝
〈
①
ネ
イ
チ
ャ
ー
プ
リ
ン
ト

で
作
る
マ
ー
メ
ル
ト
ブ
ロ
ー
チ
〉
11

月
20
日
㈭
午
前
10
時
〜
正
午
〈
②
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
〉
11
月
27
日

㈭
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象
＝
①
は
一
般
、
先
着
30
人
②
は

一
般
、
先
着
15
人

費
用
＝
①
は
３
０
０
円
②
は
５
０
０
円

申
以
上
の
４
つ
は
11
月
７
日
㈮
か
ら

同
館
へ

お
お
と
も
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
―
２
５
２
―
３
０
７
７

□
指
編
み
教
室

日
時
＝
11
月
12
日
㈬
午
後
１
時
〜
３
時

対
象
＝
ど
な
た
で
も
、
先
着
20
人

費
用
＝
６
０
０
円

□
健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室
「
冬
に
向
け

て
腰
痛
、
膝
痛
改
善
の
為
の
運
動
」

日
時
＝
11
月
13
日
㈭
午
後
１
時
〜
２

時
30
分

対
象
＝
ど
な
た
で
も
、
先
着
10
人

□
講
座
「
介
護
保
険
に
つ
い
て
」

日
時
＝
11
月
17
日
㈪
午
後
１
時
30
分

〜
２
時
30
分

対
象
＝
ど
な
た
で
も
、
先
着
40
人

申
以
上
の
３
つ
は
11
月
７
日
㈮
か
ら

同
館
へ

□
リ
ズ
ム
体
操

日
時
＝
11
月
25
日
㈫
午
後
２
時
30
分

〜
３
時
30
分

対
象
＝
ど
な
た
で
も
、
先
着
35
人

申
11
月
11
日
㈫
か
ら
同
館
へ

□
心
配
ご
と
相
談

日
時
＝
11
月
27
日
㈭
午
後
１
時
〜
３
時

対
象
＝
ど
な
た
で
も
、
先
着
３
人

申
11
月
13
日
㈭
か
ら
同
館
へ

ふ
じ
み
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
―
２
８
８
―
６
１
１
３

□
一
日
教
室
「
シ
ニ
ア
向
け
ヨ
ガ
教
室
」

日
時
＝
11
月
18
日
㈫
午
後
１
時
30
分

〜
３
時

対
象
＝
ど
な
た
で
も
、
先
着
20
人

申
11
月
６
日
㈭
か
ら
同
館
へ

□
マ
マ
と
ベ
ビ
ー
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
サ

ロ
ン

日
時
＝
11
月
21
日
㈮
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分

対
象
＝
乳
児
と
家
族
、
先
着
10
組

費
用
＝
５
０
０
円

申
11
月
10
日
㈪
か
ら
同
館
へ

付
寄□

全
労
済
群
馬
県
本
部
＝
火
災

予
防
啓
発
用
ス
テ
ッ
カ
ー
14
万

３
，
０
０
０
枚
を
火
災
予
防
の

た
め
に

□
第
三
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
社
交
ダ
ン
ス
交
流
会
＝
２
万

８
，
２
３
８
円
を
社
会
福
祉
の

た
め
に

市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎027-224-1111
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老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

65
歳
未
満
の
人
は
入
場
料
が
必
要
で
す

（
ふ
じ
み
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
60
歳
未
満
）

か
す
か
わ
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
―
２
８
５
―
３
８
０
１

□
健
康
教
室
「
転
倒
予
防
」

日
時
＝
11
月
12
日
㈬
午
前
11
時
〜
正
午

対
象
＝
ど
な
た
で
も
、
先
着
30
人

□
一
日
教
室
「
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
」

日
時
＝
11
月
19
日
㈬
午
後
１
時
30
分

〜
２
時
30
分

対
象
＝
ど
な
た
で
も
、
先
着
30
人

□
ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス

日
時
＝
11
月
25
日
㈫
午
前
10
時
30
分

〜
正
午

対
象
＝
乳
児
と
家
族
、
先
着
15
組

□
マ
マ
と
ベ
ビ
ー
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
サ

ロ
ン

日
時
＝
11
月
26
日
㈬
午
前
10
時
30
分

〜
正
午

対
象
＝
乳
児
と
家
族
、
先
着
15
組

費
用
＝
５
０
０
円

申
以
上
の
４
つ
は
11
月
７
日
㈮
か
ら

同
館
へミ

ニ
情
報

□
お
も
ち
ゃ
の
病
院

　

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
無
料
で
修
理
。

日
時
＝
①
11
月
９
日
㈰
②
16
日
㈰
③

18
日
㈫
、
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
＝
①
は
南
橘
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
②
は
総
合
福
祉
会
館
③
は
城

南
支
所

問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎
０
２

７
―
２
３
２
―
３
８
４
８

□
法
務
局
イ
ブ
ニ
ン
グ
登
記
相
談
会

日
時
＝
11
月
13
日
㈭
午
後
５
時
15
分

〜
７
時

会
場
＝
前
橋
地
方
法
務
局
（
大
手
町

二
丁
目
）

内
容
＝
不
動
産
や
商
業･

法
人
登
記
、

土
地
の
境
界
問
題
な
ど

問
前
橋
地
方
法
務
局
☎
０
２
７
―
２

２
１
―
４
４
６
３

□
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
強
化
週
間
」

日
時
＝
11
月
17
日
㈪
〜
23
日
㈰
、
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
（
土
日
曜

は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

内
容
＝
女
性
の
人
権
に
関
す
る
こ
と

に
つ
い
て
法
務
局
職
員
や
人
権
擁
護

委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
（
秘
密
厳

守
）

専
用
電
話
番
号
＝
０
５
７
０
―
０
７

０
―
８
１
０
（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
や
Ｉ
Ｐ
電
話

は
不
可
）

問
前
橋
地
方
法
務
局
☎
０
２
７
―
２

２
１
―
４
４
６
６

□
市
民
の
茶
席

日
時
＝
11
月
23
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
３
時

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
内
３
階

ホ
ワ
イ
エ

問
前
橋
茶
道
会
・
深
澤
宗
光
さ
ん
☎

０
２
７
―
２
３
１
―
１
３
３
７

11月の各種無料相談
相談名・問い合わせ 日　時 会　場

法律相談
☎027-898-6100

火曜、午後１時～４時（予
約は前週の木曜、午後２
時から電話で）

市役所市民相談室

行政相談
☎027-898-6100

11月11日㈫
午後１時～３時

かすかわ老人福祉センター

11月13日㈭
午後１時～３時

大胡支所

11月14日㈮・12月５日㈮、
午後１時～３時

東市民サービスセンター

11月18日㈫
午後１時～３時

宮城支所

11月19日㈬
午後１時～４時

市役所市民相談室

11月21日㈮
午後１時～３時

上川淵市民サービスセンター

11月28日㈮
午後１時～３時

南橘市民サービスセンター

12月３日㈬
午後１時～３時

ふじみ老人福祉センター

人
権
標
語

い
じ
め
ゼ
ロ 

ま
こ
う
優
し
さ 

咲
か
そ
う
笑
顔

木
瀬
中
１
年　

渡
辺　

舞
さ
ん

※市民相談（☎027-898-6100）、ＤＶ・セクハラ相談（☎027-898-6520）、家庭児童相談（☎027-223-4148）、母子家庭相談（☎027-220-
5701）、女性相談（☎027-220-5700）は午前８時30分～午後５時15分。教育・青少年相談（☎027-230-9090）は月曜～金曜の午前９時～
午後７時、土曜は午前９時～午後５時。就学に向けての相談（☎027-210-1234）は月曜～金曜の午前９時～午後５時。

相談名・問い合わせ 日　時 会　場

登記相談
☎027-898-6100

11月14日㈮
午後１時～４時 市役所市民相談室

公証相談
☎027-898-6100

11月７日㈮
午後１時～４時 市役所市民相談室

人権相談
☎027-898-6100

11月21日㈮
午後１時～４時 市役所市民相談室

行政書士相談
☎027-898-6100

11月10日㈪・12月１日㈪、
午後１時～４時 市役所市民相談室

成人のための月いち
健康相談
☎027-220-5708

11月27日㈭
午前９時～11時 前橋保健センター

精神科医によるここ
ろの相談
☎027-220-5785

11月12日㈬・26日㈬、
午後１時30分～３時
（各予約制）

市保健所

若者のこころの相談
☎027-220-5785

11月18日㈫午後１時30
分～３時（予約制） 市保健所

就労相談
☎027-231-3211

火曜～土曜、
午前10時～午後４時 前橋テルサ

心配ごと相談
☎027-237-5006

月曜～金曜、
午後１時～４時 総合福祉会館

外国人相談
（英語・中国語・ポルト
ガル語・スペイン語）
☎027-243-7788

月曜・午後1時～5時、
木曜・午前９時～午後１
時

市役所外国人相談窓口

くらしの情報
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□
教
育
委
員
会
定
例
会
の
傍
聴

日
時
＝
11
月
13
日
㈭
午
前
11
時

会
場
＝
総
合
教
育
プ
ラ
ザ

対
象
＝
一
般
、
先
着
10
人

申
当
日
午
前
10
時
30
分
〜
50
分
に
会

場
へ
直
接

問
教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
課
☎
０

２
７
―
８
９
８
―
５
８
０
３

□
講
演
会
「
震
災
を
わ
す
れ
な
い
〜

こ
れ
か
ら
も
応
援
す
る
よ
！
」

日
時
＝
12
月
６
日
㈯
午
後
１
時
30
分

〜
４
時

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

講
師
＝
光
洋
愛
成
園
施
設
長
・
寺
島

利
文
さ
ん
、
福
島
×
群
馬
よ
さ
こ
い

踊
り
風
神
桜
馬
代
表
・
新
妻
道
明
さ
ん

そ
の
他
＝
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り

申
当
日
会
場
へ
直
接

問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎
０
２

７
―
２
３
２
―
３
８
４
８

健　
　

康

冬
の
感
染
症
に
用
心
を

　

冬
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
症
が
流
行
し
や

す
い
季
節
。
こ
の
時
季
に
流
行
す
る

感
染
症
の
ウ
イ
ル
ス
は
低
温
・
低
湿

度
を
好
み
ま
す
。
空
気
が
乾
燥
す
る

と
、
せ
き
や
く
し
ゃ
み
が
よ
り
遠
く

ま
で
飛
び
、
喉
や
鼻
粘
膜
の
ウ
イ
ル

ス
を
防
ぐ
力
が
低
下
す
る
た
め
、
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
次
の
こ
と
を
心
掛
け
、
感
染
症

予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
体

調
不
良
を
感
じ
た
ら
、
早
め
に
医
療

機
関
で
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

□
予
防
法

　

①
外
出
後
や
食
事
前
に
は
石
け
ん

で
手
を
よ
く
洗
う
②
せ
き
や
く
し
ゃ

み
の
症
状
が
あ
る
と
き
は
マ
ス
ク
を

着
用
す
る
③
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食

事
と
十
分
な
睡
眠
を
心
掛
け
る
。

問
衛
生
検
査
課
☎
０
２
７
―
２
２
０

―
５
７
７
９

46
の
疾
患
が
医
療
給
付
の
対
象
に

　

難
病
患
者
の
医
療
費
の
助
成
制
度

の
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。
来
年
１

月
１
日
か
ら
新
た
に
46
の
疾
患
が
医

療
給
付
の
対
象
に
。
こ
れ
ら
の
疾
患

の
医
療
給
付
申
請
を
保
健
所
内
健
康

増
進
課
で
受
け
付
け
ま
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎
０
２
７
―
２
２
０
―
５
７

８
５

思
い
や
体
験
談
を
聞
こ
う

□
講
演
会
「
ひ
き
こ
も
り
と
就
労
」

日
時
＝
12
月
２
日
㈫
午
後
２
時
〜
４
時

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
在
住
で
、
18
歳
〜
40
歳

の
ひ
き
こ
も
り
の
若
者
と
家
族
や
関

係
者
、
先
着
50
人

講
師
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ャ
リ
ア
ク
ラ

ブ
理
事
長
・
太
田
和
雄
さ
ん
、
ニ
ー

ト
経
験
が
あ
る
人

申
11
月
28
日
㈮
ま
で
に
健
康
増
進
課

☎
０
２
７
―
２
２
０
―
５
７
８
５
へ

生
活
習
慣
を
見
直
し
て
健
康
に

□
健
康
ス
タ
イ
ル
講
座
（
糖
尿
病
・

腎
臓
病
編
）

日
時
＝
12
月
３
日
・
10
日
の
水
曜
２

回
、
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
糖
尿
病
や
腎
臓
病
の
治
療
を

受
け
て
い
な
い
人
、
先
着
30
人

内
容
＝
保
健
師
と
管
理
栄
養
士
の
講

話
、
一
品
料
理
の
簡
単
な
調
理
実
習

申
11
月
26
日
㈬
ま
で
に
健
康
増
進
課

☎
０
２
７
―
２
２
０
―
５
７
０
８
へ

健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
２
７
―
２
３
４
―
４
９
７
０

　

健
康
相
談
と
原
稿
検
索
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
ア

ド
レ
ス
はhttp://w

w
w
.raijin.

com
/kenko/

で
す
。

曜
日
・
内
容
＝
〈
月
曜
〉
歯
科
の
生

活
習
慣
病
〈
火
曜
〉
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

の
メ
リ
ッ
ト
、デ
メ
リ
ッ
ト
〈
水
曜
〉

口
臭
の
悩
み
〈
木
曜
〉
電
動
歯
ブ
ラ

シ
〈
金
曜
〉
歯
の
ホ
ワ
イ
ト
ス
ポ
ッ

ト
〈
土
日
曜
〉
こ
ど
も
に
む
し
歯
が

う
つ
る
っ
て
本
当
？

直
接
相
談
タ
イ
ム
＝
医
師
が
直
接
相

談
。
11
月
６
日
㈭
（
内
科
・
外
科
）・

12
日
㈬
（
歯
科
）、
午
後
７
時
30
分
〜

９
時

心配な人はかかりつけ医などで受診してください。

健康 帳手

　女性の悪性腫瘍の中で、最も多くみられるのが乳が
んです。発症のピークは40歳から50歳代ですが、30
歳代後半から徐々に罹

り

患
かん

率が上昇します。乳がんは進
行すると、生命を失う危険性が高まるだけでなく、治
療のために乳房を失ったり、副作用が辛い抗がん剤治
療が必要になったりします。乳がんから命や平穏な日
常生活を守るためには、早期発見が最も重要です。そ
れには、どうすれば良いのでしょうか。これまでの研
究から、マンモグラフィーによる検診が早期発見に威

力を発揮することが証明されています。マンモグラ
フィー乳がん検診はあなたを守る重要なツールです。
原則として、40歳以上の人は各自治体のマンモグラ
フィー検診を受けることができます。本市では、本
年度は無料でマンモグラフィー検診が受けられます。
乳がんは誰でもかかる可能性があり、確実な予防法
はありません。乳がんから命や生活を守るために、
必ずマンモグラフィー検診を受けましょう。
 前橋市医師会　竹尾　健

乳がん予防に検診の受診を

市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎027-224-1111

申＝申し込み　問＝問い合わせ
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休 日 当 番 医
内　　科 外　　科 婦人科 耳鼻科 眼科

11
月
２
日
㈰

中嶋小児科医院

（児）
江木町

☎027-261-9299

定 方 医 院

（内）
亀里町

☎027-265-0345

あ お ば
クリニック
（内児）
富士見町時沢
☎027-212-8866

本間小児科内科
医 院
（児内）
文京町四丁目
☎027-221-6807

内田外科医院

（外）
西片貝町二丁目
☎027-224-5061

込谷クリニック

（外）
岩神町四丁目
☎027-231-0366

産
＊

科婦人科松原医院

（婦）
高崎市新保町
☎027-353-4103

清水耳鼻咽喉科

（耳鼻）
高崎市京目町
☎027-353-4533

清水眼科医院

（眼）
高崎市乗附町
☎027-310-8555

11
月
３
日
㈪

みやけ小児科

（児）
樋越町

☎027-283-2225

高 橋 医 院

（内）
粕川町西田面
☎027-285-2019

西 片 貝
クリニック
（内）

西片貝町三丁目
☎027-223-6533

斎 藤 内 科
泌尿器科医院
（内）

上小出町二丁目
☎027-231-1069

せせらぎ病院附属
あさくら診療所
（整）
朝倉町

☎027-265-6522

た き 医 院

（外）
大利根町一丁目
☎027-251-5101

さとうレディース
ク リ ニ ッ ク
（産婦）
表町二丁目
☎027-224-7606

橋爪耳鼻咽喉科
医 院
（耳鼻）
本町一丁目
☎027-221-2745

とくい眼科

（眼）
総社町総社
☎027-290-1091

11
月
９
日
㈰

ふかさわ小児科
医 院
（児）

大友町一丁目
☎027-256-7117

遠藤内科医院

（内児）
野中町

☎027-261-3711

北 條 内 科
クリニック
（内）
嶺町

☎027-269-5503

うめだ内科
クリニック
（内児）
鶴光路町
☎027-212-0678

高柳胃腸科外科

（外）
荻窪町

☎027-269-8880

積心会富沢病院

（整）
朝日町四丁目
☎027-224-3955

矢
＊

崎 医 院

（婦）
高崎市剣崎町
☎027-344-3511

耳 鼻 咽 喉 科
深町クリニック
（耳鼻）
高崎市上中居町
☎027-322-8711

ア イ 眼 科

（眼）
高崎市倉賀野町
☎027-345-1001

11
月
16
日
㈰

柳川小児科医院

（児）
天川大島町三丁目
☎027-263-1600

山 王 医 院

（内産婦眼）
山王町二丁目
☎027-266-5410

二 子 山
クリニック
（内）

朝倉町一丁目
☎027-263-1331

青 山 医 院

（内児）
古市町

☎027-251-2861

大島整形外科
医 院
（整）
荒牧町

☎027-231-3711

小林外科胃腸科
医 院
（外整）
広瀬町二丁目
☎027-263-2535

山 王 医 院

（内産婦眼）
山王町二丁目
☎027-266-5410

い と う
耳鼻咽喉科
（耳鼻）
朝倉町

☎027-287-4707

山 王 医 院

（内産婦眼）
山王町二丁目
☎027-266-5410

11
月
23
日
㈰

すぐた医院ゆう子
キッズクリニック
（内児）
光が丘町
☎027-251-5622

佐治内科医院

（内児）
端気町

☎027-264-3500

う い 内 科
クリニック
（内）
駒形町

☎027-226-5566

みやざき内科
ク リ ニ ッ ク
（内）
元総社町
☎027-212-5000

平井外科医院

（外）
大友町二丁目
☎027-251-5803

あべクリニック

（整）
富士見町原之郷
☎027-288-9511

高
＊

崎 市 夜 間
休日急病診療所
（婦）

高崎市高松町
☎027-381-6119

つ れ い し
耳鼻咽喉科
（耳鼻）
高崎市上小塙町
☎ 027-343-2131

あかばね眼科

（眼）
高崎市上並榎町
☎027-388-9111

接 骨 院 ・ 整 骨 院 の 休 日 当 番
11月２日㈰ ふじひら接骨院（天川大島町）☎027-289-5644 前橋東洋医学専門学校附属接骨院（新前橋町）☎027-253-1205

11月３日㈪ せきぐち接骨院（西片貝町五丁目）☎027-226-6202 たきもと接骨院（箱田町）☎027-289-9495

11月９日㈰ あおい整骨院（大利根町二丁目）☎027-252-6625 真塩接骨院（朝倉町）☎027-265-2494

11月16日㈰ 中嶋接骨院（上小出町二丁目）☎027-231-1643 干場接骨院（富田町）☎027-268-0464

11月23日㈰ よこやま接骨院（文京町四丁目）☎027-289-8204 大島接骨院（城東町一丁目）☎027-231-2476

上表の各診療時間は午前９時～午後６時。
＊11月２日・９日・23日の婦人科は正午まで。午後１時～６時は産科婦人科舘出張佐藤病院（高崎市若松町☎ 027-322-2243）で診療。

夜
間
・
救
急
な
ど

夜間急病診療所　☎ 027-243-5111
朝日町四丁目９-５　内科と小児科
午後８時～午前０時

救急病院案内（24 時間体制）　☎ 027-221-0099
※メモの用意をしてから連絡してください。

歯　

科

歯科医師会休日診療所　☎ 027-237-3685
岩神町二丁目19-9
日曜・祝日、午前10時～正午・午後１時～３時

薬　

局

市薬剤師会会営薬局　☎ 027-223-8400
紅雲町一丁目2-15
日曜・祝日、午前９時～午後５時

休日当番医は市医師会ホームページ（http://maebashi.gunma.med.or.jp/）に掲載

くらしの情報
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広告内容に関する質問などについては、広告スポンサーに直接問い合わせてください。

前橋総合卸売市場

前橋市ホームページ バナー広告より ご覧いただけます TEL.027－261－3311(前橋市東片貝町398)

午前9時～11時30分
16日

来月のだんべえ市

同時開催

11

12月20日㈯午前９時～売り切れ次第終了

ゴミ回収で
Tポイント貯まります

産業廃棄物・一般廃棄物・不用品・廃材・収集運搬

本社 TEL.027-231-0709（代）
株式会社 丸 越

前橋市若宮町3-10-13　FAX.027-234-2066

土曜・日曜・祝日　365日　年中無休　◆見積無料!!

http://www.n-marukoshi.com  Mail info@n-marukoshi.com
一般廃棄物収集運搬業許可　前橋市許可第24号

産

土

平成27年のＮＨＫ大河ドラマ、
「花燃ゆ」。
初代群馬県令・楫取素彦の妻、
文が主人公。

市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎027-224-1111

申＝申し込み　問＝問い合わせ

23

広告



このコーナーでは２歳になる子を紹介しています。
※ 平成25年４月２日～平成25年８月１日生まれの子の募
集記事は、 来年１月１日号に掲載予定です。

　江田町では10月８日、鏡神社で獅子舞を奉納。
観衆の１人が獅子舞をほめる「ほめ言葉」とそれ
に獅子が答える「返し言葉」が行われ、訪れた人
たちは、この掛け合いを楽しみました。また、民
間財団の支援により、映像記録も行われました。

　大前田町では10月19日、諏訪神社例大祭を開
催。約400年続く獅子舞の奉納などを行いました。
境内には、天下泰

たい

平
へい

などが書かれた短冊を付けた
竹飾りの万

まん

灯
どう

があり、全ての舞が終わると、訪れ
た人は竹飾りを縁起物として持ち帰っていました。

秋元　奏
そ う と

十ちゃん

１歳11カ月・駒形町
有浦　涼

す ず の

乃ちゃん

２歳・下新田町
久村　蒼

そ う

生ちゃん

２歳・関根町二丁目
栗原　衣

い ぶ き

吹ちゃん

２歳・上佐鳥町

宮島　央
おおすけ

介ちゃん

２歳・六供町
椛澤　杏

あん

ちゃん

２歳・龍蔵寺町

獅
子
と
の
掛
け
合
い
を
楽
し
む

江
田
町

地
域
を
挙
げ
て
盛
大
に

大
前
田
町

広告内容に関する質問などについては、広告スポンサーに直接問い合わせてください。
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この広報紙は再生紙を使用。不要の広報紙は廃品回収に出すか紙リサイクル庫、または古紙の日にごみ集積場所へ。24




